
中
小
企
業
の
統

原
価
計
算
制
度
の

普

及

運

動

に

つ
し、

て

(

一

一

)

敷

田

希望

一

は

し

が

き

二
神
田
忠
雄
氏
の
所
説
に
つ
い
て

三
さ
い
さ
ん
の
「
運
動
」
の
展
開
過
程

村
全
国
的
啓
曲
家
・
普
及
「
運
動
」
の
展
開
と
A
P
O
の
介
入

伺
普
及
「
手
段
」
の
宮
内
体
化
と
A
P
O
介
入
の
強
化

同
「
啓
蒙
段
階
か
ら
実
施
段
階
へ
」
と
そ
れ
に
と
も
な
う
「
労
使
協
議
制
」
の
登
場
j
i
-
-
:
j
i
-
-
-
(
以
上
前
号
所
収
)

同
「
経
営
計
算
セ
ン
タ
ー
」
の
コ
ス
ト
委
託
計
算
と
「
量
産
・
同
期
化
方
式
」
の
結
合

刷
新
経
営
理
念
の
も
と
で
の
『
適
正
利
益
計
算
基
準
』
の
公
表
:
:
:

制
下
請
中
小
企
業
へ
の

V
A
の
適
用

四
「
運
動
」
の
展
開
過
程
に
お
け
る
諸
問
題

五

お

わ

に

-
(
以
上
本
号
所
収
)

り

、B
ノ四f

t
¥
 

「
経
営
計
算
セ
ン
タ
ー
L

の
お
こ
な
う
「
具
体
的
な
作
業
と
そ
れ
が
果
す
役
割
」
が
、
《
「
新
聞
」
十
二
月
九
日
号
》
で
明
示
さ
れ
た
。

「
経
営
計
算
セ
ン
タ
ー
」
の
コ
ス
ト
委
託
計
算
と
「
量
産
・
周
期
化
方
式
」
の
結
合

前
稿
の
第
同
項
で
予
告
し
て
お
い
たぅ-

'-

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)

l¥ 



-
中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)

入

の
記
事
内
容
は
、
問
題
の
本
質
を
徹
底
し
て
お
し
え
て
く
れ
る
ほ
ど
に
は
、
詳
し
く
な
い
の
で
、
他
の
文
献
を
援
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

、A
V

〉

、

、v
，刀

ま
ず
記
事
を
示
す
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

ωリ
グ
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
中
小
企
業
(
橋
本
鉄
工
i
|
後
述
)

の
実
際
の
原

価
が
電
算
機
に
か
け
ら
れ
た
。
と
と
。
同
そ
の
結
果
「
材
料
か
ら
製
品
に
歪
る
ま
で
の
一
切
の
在
庫
管
理
に
必
要
な
諸
表
(
後
掲
)
」
が
作

成
さ
れ
た
こ
と
。
伺
か
く
て
「
在
庫
管
理
か
ら
新
ら
し
い
生
産
計
画
ま
で
が
科
学
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
」
よ
う
に
な
っ
た
と
と
。
さ
い
ご

に
、
同
こ
の
作
表
は
昭
和
一
一
一
入
年
十
一
月
の
分
で
あ
る
が
、

こ
ん
ど
毎
月
継
続
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ζ

れ
ら
に
つ
い
て
は

「
他
の
文
献
」
に
よ
る
分
析
の
な
か
で
問
題
に
す
る
と
し
て
お
ぼ
え
て
お
こ
う
。
文
献
と
は
保
科
昭
彦
氏
稿
「
橋
本
鉄
工
の
オ
l
ケ
ス
ト

ラ
方
式
の
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
シ
」
(
『
近
代
経
営
』
誌
・
昭
和
三
九
年
・
五
月
号
所
収
|
1
以
下
「
保
科
氏
稿
」
と
よ
ぶ
)

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
橋
本
鉄
工
は
、
横
浜
市
に
所
在
し
、
主
要
製
品
種
類
は
乗
用
車
の
ド
ア
・
サ
ッ
シ
ュ
と
エ
ン
ジ
ン
・
グ
リ
ル
で
、
資
本
金
が
玉
、

0
0万
円
、
労
働
者
数
入
一

O
人
の
規
模
で
、

こ
れ
ら
「
製
品
の
七

O
%を
日
産
系
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
、

二
O
%を
い
す
ず
系
の
メ

カ

に

一
(
υ
%
は
他
の
メ
ー
カ
ー
に
納
入
〈
つ
ま
り
再
下
誇
で
あ
り
か
つ
専
属
下
請
で
な
い
こ
と
に
注
忌
)
」
し
て
い
る
。
月
額
売
上
は
昭

和
一
一
一
九
年
三
月
で
二
億
三
、

0
0
0万
円
(
一
二
九
年
度
中
の
月
間
売
上
目
標
二
億
五
、
0
0
0万
円
)

で
、
そ
の
「
成
長
率
」
は
、
売
上
に
つ
い

て
み
る
と
五
ヵ
年
前
(
昭
和
三
四
年
)

の
六
倍
で
あ
り
労
働
者
数
は
三
倍
で
あ
る
と
い
う
。

い
わ
ゆ
る
「
中
規
模
企
業
」
と
い
え
よ
う
か
。

以
下
、

コ
ス
ト
・

J

ダ
ウ
ン
の
経
過
に
つ
い
て
み
よ
う
。

三
六
年
に
「
Q
-
C
の
完
ベ
き
化
」
を
計
っ
た
が
、
「
実
際
に
や
っ
て
み
る
と

勉
強
し
た
こ
と
と
現
場
で
の
実
際
が
ど
う
も
う
ま
く
か
み
合
わ
な
い
。
ど
う
し
た
も
の
か
と
幹
部
が
思
い
あ
ぐ
ね
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
親
企

業
の
日
産
が
乗
用
車
の
自
由
化
対
策
と
し
て
、
下
請
け
に
部
品
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
を
は
か
る
量
産
・
同
期
化
方
式
(
後
遺
)
を
指
導
し
は
じ

め
た
(
保
科
氏
稿
一
二
王
ベ
l
ジ
)
」
。
し
か
し
そ
れ
で
も
当
初
は
困
難
な
問
題
が
あ
り
「
と
て
も
ム
リ
な
話
だ
と
シ
リ
ご
み
し
て
い
た
」
。
と

と
ろ
が
、

「
日
産
購
買
部
の
熱
心
な
説
得
と
白
由
化
対
策
の
緊
迫
感
が
盛
り
あ
が
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
思
い
き
っ
て
伺
期
化
方
式
へ
踏



み
き
っ
た
」
と
い
う
ひ
そ
れ
は
三
八
年
三
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、

「
日
産
の
直
系
的
な
部
品
工
場
に
つ
づ
き
、
同
社
系
の
部
品
下
請
で
は

早
く
採
用
し
た
方
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

日
産
傘
下
企
業
の
「
量
産
・
同
期
化
方
式
」
は
、
そ
の

主
要
な
一
次
下
請
に
は
す
で
に
全
般
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
と
の
時
点
か
ら
再
下
請
に
ま
で
延
長
・
拡
大
さ
れ
る
傾
向
を
も
ち

は
じ
め
た
と
。

つ
い
で
、

「
同
期
化
の
考
え
方
や
思
想
を
全
社
に
普
及
」
す
る
た
め
に
コ
ニ
八
年
三
月
か
ら
同
十
月
(
本
部
セ
ン
タ
ー
の
作

表
が
、

ζ

の
直
後
の
十
一
月
分
に
つ
い
て
実
行
さ
れ
て
お
り
、
日
産
の
『
熱
心
な
説
得
』
・
指
導
と
本
部
の
作
表
と
が
時
間
的
に
ま
っ
た
く
シ
ン
ク
ロ
ナ

イ
ズ
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
)

ま
で
の
八
ヵ
月
聞
は
、
基
礎
*
つ
く
り
に
た
っ
ぷ
り
時
間
を
か
け
て
い
る
」
。

で
は
、
「
量
産
・
同
期
化
方
式
」

と
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
内
容
の
も
の
を
指
す
の
か
き
い
て
み
よ
う
。

い
ま
ま
で
機
能
別
に
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
た
機
械
と
人
員
を
製
品
別
に
配
置
が
え
す
る
と
同
時
に
、
工
程
の
加
工
時
間
を
同
一
タ
イ
ム
に
し

て
、
コ
シ
ベ
ヤ
l
で
つ
ぎ
の
工
程
へ
送
っ
て
い
く
。
タ
グ
ト
(
後
掲
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
工
程
の
作
業
時
間
を
単
一
基
準
時
間
と
し
、
各
工
程
が

こ
の
時
間
《
た
と
え
ば
一
拍
子
日
タ
ク
ト
》
で
同
調
化
・
同
期
化
さ
せ
ら
れ
る
)
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
中
間
の
仕
掛
品
は
皆
無
に
な
る
わ
け
で
・
・
・

次
工
程
へ
送
る
運
搬
時
間
と
手
間
の
ロ
ス
が
は
ぶ
げ
る
し
、
加
工
の
単
純
化
(
後
掲
の
工
程
分
解
H
I
E
手
法
に
よ
る
)
も
あ
っ
て
能
率
は
急
よ
昇

す
る
。
つ
ま
り
マ
ン
・
ツ
ウ
・
マ
ン
に
流
れ
作
業
化
す
る
こ
と
に
な
る

0

・
:
:
:
従
来
の
作
業
方
式
は
中
間
仕
掛
り
が
っ
つ
か
え
る
グ
瀬
グ
や
グ
淵
グ

が
あ
っ
た
の
を
、
流
れ
る
水
の
よ
う
に
ス
ム
ー
ス
に
流
す
の
が
同
期
化
の
基
本
的
な
手
法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
(
日
産
と
日
産
系
列
な
ど
か
ら

の
)

h

q

流
れ
る
水
グ
は
い
つ
も
豊
富
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
わ
け
で
、
小
口
の
ロ
ッ
ト
勺
は
引
き
合
わ
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
と
の
方
式
は

製
造
以
前
の
受
注
か
ら
組
み
ζ

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
効
果
は
あ
が
ら
な
く
な
り
、
ひ
い
て
は
こ
れ
を
可
能
に
す
る
製
品
計
画
|
|
営
業
政
策
、
ま
た

事
務
的
な
前
の
処
刊
一
そ
ス
ム
ー
ス
に
す
る
社
内
組
織
、
出
荷
納
品
体
制
な
ど
全
社
的
な
同
期
化
が
心
要
に
な
っ
て
く
る
の
だ
(
つ
ま
り
橋
本
鉄
工
内

で
の
同
期
化
の
み
な
ら
ず
、
元
方
か
ら
の
受
注
と
元
方
へ
の
納
入
の
量
・
時
間
に
つ
い
て
の
同
期
化
を
も
ふ
く
め
て
い
る
)
。
:
:
・
・
;
(
つ
ぎ
に
日

産
な
い
し
そ
の
直
系
の
指
示
に
よ
り
)
さ
し
当
っ
て
三
ヵ
月
後
、
さ
ら
に
五
ヵ
月
後
は
生
産
量
が
ど
の
く
ら
い
r
に
な
る
か
を
設
定
す
る
・
:
:
:
:
そ
し

て
生
産
体
制
を
さ
め
る
。
二
院
か
ご
直
稼
動
に
す
る
か
を
決
め
る
。
こ
れ
で
生
産
量
が
き
ま
り
、
一
日
の
稼
動
時
間
が
決
ま
れ
ば
、
あ
と
は
割
り
算

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)

)¥ 



中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)

八
四

し
て
自
動
的
に
一
個
当
り
の
タ
ク
ト
・
タ
イ
ム
が
ハ
ジ
き
だ
せ
る
。
タ
ク
ト
・
タ
イ
ム
は
一
個
を
加
工
す
る
の
に
一
つ
の
工
程
で
か
け
る
時
間
で
あ

る
。
こ
れ
が
決
っ
た
ら
、
工
程
で
そ
の
作
業
時
聞
を
分
析
し
て
み
て
、
タ
グ
ト
・
タ
イ
ム
に
そ
ろ
え
る
た
め
一
工
程
を
ど
の
よ
う
に
分
解
す
る
か
の

計
画
を
つ
く
る
。
つ
ま
り
は
、
タ
グ
ト
・
タ
イ
ム
が
一
秒
な
の
に
、
あ
る
工
程
が
従
来
だ
と
三
秒
か
か
っ
て
お
れ
ば
、
高
能
率
機
械
に
か
え
る
か
、

一
工
程
に
同
じ
機
械
を
三
台
な
ら
べ
れ
ば
よ
い
(
増
員
)
と
い
う
レ
イ
ア
ウ
ト
の
計
画
を
つ
く
っ
て
い
く
。
〔
保
科
氏
稿
一
二
六
ペ
ー
ジ
・
丸
括
孤

内
は
筆
者
〕

右
の
引
用
文
全
体
か
ら
た
だ
ち
に
わ
か
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
そ
の
本
質
が
フ
ォ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

工
程
聞
の
同
期
化
に
よ
る
滞
留
仕
掛
品
の
激
減
(
従
来
、

と
か
く
h
q

住
掛
品
の
山
の
な
か
に
機
械
が
埋
も
れ
て
い
る
h
q

中
小
工
場
で
は
と
う
て
い
想

定
し
え
な
い
程
度
の
)
、
運
搬
時
間
・
手
持
ち
時
間
な
ど
の
排
除
、
作
業
の
「
単
純
化
」
と
流
れ
作
業
方
式
化
、

と
く
に
流
動
資
本
の
回
転
率
は
上
昇
し
労
働
と
労
働
と
の
間
ゲ
キ
は
全

円
こ
と
の
次
第
に
よ
っ
て
は
)

そ
の
う
え
で
の
コ
ン
ベ
ア

l
の
ス
ピ
ー
ド
・
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
、

労
働
過
程
に
お
い
て
埋
め
ら
れ
労
働
の
密
度
が
高
ま
り
(
労
働
強
化
)
、
夢
の
よ
う
な
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
の
達
成
さ
れ
る
と
と
(
そ
の
事
実

は
後
述
)
で
あ
る
。
第
二
は
、

こ
う
し
た
フ
ォ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
に
つ
け
く
わ
わ
る
部
分
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

工
場
内
の
同
期
化
労
働

の
開
始
前
に
必
要
な
「
豊
富
」
な
「
流
れ
る
水
」
は
、
実
は
日
産
独
占
自
体
の
目
標
独
占
利
潤
を
出
発
点
と
す
る
利
益
(
経
営
〉
計
画
の

一
肢
体
と
し
て
、

い
い
か
え
れ
ば
日
産
が
要
求
す
る
「
三
ヵ
月
」
な
い
し
「
五
ヵ
月
」
分
の
部
品
の
量
と
品
質
と
納
入
時
期
と
し
て
規
定

さ
れ
て
い
る
(
し
た
が
っ
て
、
景
気
変
動
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
コ
ン
ベ
ア

l
の
ス
ピ
ー
ド
・

ア
ッ
プ
も
あ
り
う
れ
ば
、

逆
の

「
流
れ
る

水
」
の
中
断
・
減
量
も
あ
り
う
る
)
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
橋
本
鉄
工
内
の
同
期
化
方
式
は
全
体
と
し
て
日
産
の
利
益
計
画
実
行
の
テ

V
J

ポ
に
同
期
化
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
(
も
ち
ろ
ん
、
生
産
過
程
の
進
行
テ
ン
ポ
が
同
調
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
利
益
の
獲
得

テ
ン
ポ
で
は
な
い
〉
で
、
そ
の
意
味
は
独
占
の
フ
ォ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
が
再
下
請
中
小
企
業
に
、
計
画
を
つ
う
じ
て
、
「
延
長
」
さ
れ
た
も
の



と
も
い
え
よ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
同
期
化
方
式
・
計
算
方
法
の
「
お
手
本
は
日
産
直
系
」
の
も
の
と
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
他
方
、

し、

す
ず
系
な
ど
か
ら
の
比
較
的
少
量
の
受
注
は
、

日
産
か
ら
の
そ
れ
の
「
中
断
」
を
考
慮
し
て
の
、
資
木
回
転
率
低
下
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る

派
生
的
防
衛
手
段
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
の
問
題
は
、
第
二
の
そ
れ
の
な
か
で
の
核
心
的
部
分
で
あ
り
、

ゴ
チ
ッ
グ
で
引
用
し
た
箇
所
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
引
用
文
中
の
タ
グ
ト
・
タ
イ
ム
の
規
範
度
は
最
終
的
に
は
日
原
へ
の
部
品
の
指
定
納
期
の
厳
格
度
に
左
右
さ
れ

〉
工
、

ヲ
r
o
品川
N

日
産
の
「
指
定
日
時
の
前
後
一
二

O
一
分
以
内
に
納
入
し
な
い
と
罰
金
を
と
ら
れ
る

(
森
口
繁
一
氏
著
『
電
子
計
算
機
」
昭
和
三
九
年
四

月
・
筑
摩
書
房
・
一
九
二
ペ
ー
ジ
)
」
ほ
ど
き
び
し
く
、

も
は
や
「
指
定
納
期
」
で
は
な
く
「
指
定
時
間
」
な
の
で
あ
る
。
納
λ
部
品
は
日
産

の
必
要
工
程
に
流
さ
れ
、
「
納
入
禦
」
は
必
要
事
項
が
パ
ン
チ
さ
れ
た
う
え
で
電
算
機
の
体
系
に
送
り
こ
ま
れ
る
。

か
く
て
、
「
部
品
の
舶

入
が
〈
日
産
の
)
組
立
作
業
の
流
れ
に
『
完
全
に
同
期
』
す
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
部
品
の
工
場
(
日
産
)
内
で
の
在
庫
は
、

年
半

の
聞
に
約
一
二
億
三
、

C
C
C万
円
分
も
蹴
っ
た

(
森
口
氏
前
掲
書
一
九
六
ペ
ー
ジ
)
」
と
い
う
。

こ
の
莫
大
な
金
額
は
だ
れ
が
も
た
ら
し
た

か
。
い
う
ま
で
も
な
く
下
誇
中
小
企
業
の
労
働
力
に
依
存
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
指
定
時
間
」
に
あ
わ
せ
た
タ
グ
ト
・
タ
イ
ム
は
、

全
下
請
中
小
労
働
者
に
与
え
ら
れ
る
国
一
的
基
準
作
業
時
間
で
あ
る
と
同
時
に
、
労
働
者
の
生
理
的
限
界
や
能
力
の
適
応
性
を
起
点
と
し

て
算
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

日
産
の
予
定
独
占
利
潤
を
出
発
点
と
し
て
中
小
労
働
者
の
労
働
時
間
・
労
働
強
化
の
度
合
が
き
め
ら
れ

て
く
る
。
引
用
文
の
末
尾
で
は
、
す
べ
て
の
工
程
の
タ
イ
ム
が
一
秒
な
の
に
あ
る
工
程
の
み
が
一
二
秒
要
す
る
と
き
は
、

そ
の
工
程
部
分
に

「
高
能
率
機
械
」
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て
一
秒
に
す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
人
間
尊
重
を
起
点
と
す
る
こ
と
の
証
明
に
は
も
ち

ろ
ん
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
当
初
よ
り
人
聞
に
よ
っ
て
は
と
う
て
い
実
現
で
き
な
い
短
縮
で
あ
る
と
と
が
わ
か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
そ

の
う
え
で
の
や
む
を
え
な
い
追
加
投
資
で
あ
る
。

第
四
の
問
題
は
、

こ
う
し
た
タ
ク
ト
・
タ
イ
ム
を
基
礎
と
し
た
、
「
材
料
か
ら
製
品
に
至
る
ま
で
の
、

一
切
の
在
庫
管
理
に
必
要
な
諸

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
(
二
)

八
五



中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)

八
六

表
」
な
ら
び
に
全
「
生
産
計
画
が
科
学
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
た
め
の
」
諸
表
の
作
成
に
あ
る
。

必
要
な
諸
表
と
は
、
「
①
生
産
計
画
表

ハ
入
部
)
②
製
品
別
部
品
表
(
五
部
)
@
骨
格
別
材
料
表
(
同
)
④
部
品
別
工
順
表
(
同
)
⑤
製
品
属
別
製
品
価
格
表
(
二
部
)
⑥
商
社

(
「
ト
ン
ネ
ル
会
社
」
?
)
別
部
品
単
価
表
(
三
部
)
⑦
商
社
別
材
料
単
価
表
(
同
)
⑧
車
種
別
製
品
表
(
六
部
)
@
車
種
別
製
品
価
格

表
(
二
部
〉
⑩
車
輔
別
製
品
売
上
予
想
表
(
同
)
@
加
工
区
別
部
品
仕
入
予
想
表
(
三
部
)
⑫
商
社
別
材
料
仕
入
予
想
表
(
同
)
⑮
骨
格

別
材
料
在
庫
管
理
表
(
六
部
)
⑭
発
注
先
別
材
料
在
庫
管
理
表
(
四
部
)
⑮
骨
格
別
材
料
在
庫
管
理
表
(
六
部
)
⑬
発
注
先
別
材
料
在
庫

管
理
表
〈
⑬
と
の
ち
が
い
不
明
V

(
四
部
〉
@
管
理
点
(
コ
ス
ト
・
セ
ン
タ
ー
?
)
別
部
品
在
庫
管
理
表
(
五
部
)
@
発
注
先
別
部
品
在
庫

管
理
表
(
四
部
)
」
で
あ
る
(
『
新
聞
』
十
三
月
九
月
号
)
。
こ
の
よ
う
に
受
注
に
は
じ
ま
り
全
生
産
過
程
を
網
羅
し
納
品
に
い
た
る
ま
で
の

計
算
・
作
表
手
続
は
、
複
雑
か
つ
多
量
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
同
期
化
に
も
と
づ
く
迅
速
性
が
要
求
さ
れ
る
の
で
、

一
人
橋
本
鉄

工
の
ソ
ロ
パ
ン
労
働
の
み
に
よ
っ
て
と
う
て
い
な
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。

か
く
て
、

予
定
さ
れ
て
い
た
本
部
「
経
営
計
算
セ
ン
タ
ー
」
の
電
算
機
が
そ
の
役
を
買
っ
て
で
る
に
い
た
る
。
ま
え
に
記
憶
し
て
お
い

た
よ

h

つ
に

こ
の
委
託
計
算
は
、
「
三
八
年
三
月
か
ら
同
十
月
ま
で
の
」

日
産
の
説
得
と
指
導
に
よ
る
準
備
期
間
を
う
け
て
、

コ
一
八
年
の

「
十
一
月
分
」
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
両
者
聞
の
作
業
に
は
一
日
の
ズ
レ
も
な
く
、
ピ
タ
リ
と
シ
ン
グ
ロ
ナ
イ
ズ
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
日
産
独
占
と
本
部
セ
ン
タ
ー
と
の
結
合
関
係
の
も
と
で
の
委
託
計
算
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
『
新
聞
』
も
保
科
氏
の
文
章
も
ま
っ
た
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
ど
う
で
あ
れ
、
本
稿
に
関
連
す
る
一
つ
の
問

題
点
を
こ
ん
ど
に
お
い
て
解
明
す
る
さ
い
の
示
唆
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
問
題
点
と
は
、
本
部
の
お
こ
な
う
委
託
計
算
が
相
対
的
に
自
立
性

を
も
っ
た
中
小
企
業
だ
け
を
対
象
と
す
る
の
か
、
独
占
が
従
来
か
ら
自
社
内
に
備
え
て
い
る
「
経
営
計
算
室
」
な
ど
に
よ
っ
て
自
己
の
系

列
下
請
企
業
の
コ
ス
ト
を
算
定
す
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、

こ
の
よ
う
に
画
一
的
に
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
本
部
セ
ン



タ
l
(
ま
た
は
「
地
域
セ
ン
タ
ー
」
〉
と
独
占
と
中
小
と
の
結
合
関
係
は
、
双
方
の
企
業
の
具
体
的
諸
条
件
(
た
と
え
ば
一
次
下
請
か
再
下

請
か
の
ち
が
い
〉
に
よ
っ
て
き
ま
っ
て
く
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
事
態
は
な
お
進
行
の
途
中
に
あ
っ
て
十
分
な
こ
と
は
い

え
な
い
が
、
白
立
性
伝
も
つ
企
業
に
つ
い
て
は
の
ち
の
長
谷
川
錆
工
所
に
か
ん
し
て
考
え
る
と
し
て
、
下
請
関
係
に
お
い
て
は
、

橋
本
の
ケ
l
ス
を
ふ
く
め
た
神
奈
川
県
全
体
の
事
情
(
前
稿
参
照
)
か
ら
、

日
産
・

つ
ぎ
の
よ
う
に
展
望
さ
れ
る
。
各
種
セ
ン
タ
ー
と
の
〔
結
合
関

係
」
を
媒
介
と
し
て
、
独
占
が
自
己
の
系
列
企
業
の
み
な
ら
ず
他
系
列
企
業
の
コ
ス
ト
そ
も
知
る
方
向
に
あ
り
、

そ
う
な
っ
て
も
、
独
占

の
あ
い
だ
で
は
防
衛
上
の
問
題
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
む
し
ろ
、
あ
え
て
知
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
「
量
産
・
同
期

化
方
式
」
の
一
般
化
を
条
件
と
し
て
生
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
、

日
産
傘
下
の
土
屋
製
作
所
は
三
入
年
「
六
月
か
ら
完
全
な

量
産
同
期
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
」
と
こ
ろ
、
「
日
産
が
一
ヵ
月
に
必
要
と
す
る
エ
ブ
ク
リ
ー
ナ
ー
を
、

ど
う
し
て
も
取
引
先
を
ほ
か
に
求
め
ざ
る
を
え
な
い
(
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
誌
・
昭
和
三
九
年
五
月
五
日
号
・

わ
ず
か
三
一
日
間
で
つ
く

り
あ
げ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
だ
か
ら
、

十
二
ペ
ー
ジ
)
」
。
そ
し
て
、

元
方
自
身
も
自
社
へ
の
依
存
度
を
低
め
る
こ
と
を
望
み
、
下
請
も
ト
ヨ
タ
と
日
産
の
両
方
に
納
品
す
る
と
い

う
よ
う
な
ば
あ
い
も
で
て
き
た
。
そ
れ
は
自
動
車
部
門
に
お
け
る
新
ら
し
い
一
般
的
傾
向
で
あ
る
。

つ
い
で
、

ζ

の
傾
向
の
な
か
で
「
シ

ェ
ア
ー
を
め
ぐ
っ
て
、
部
u
同
メ
ー
カ
ー
聞
の
激
し
い
競
争
が
展
開
ぎ
れ
て
い
る
。
こ
の
競
争
を
利
用
し
て
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
部
品
コ

ス
ト
の
引
下
げ
の
要
求
を
満
し
て
い
る
の
で
あ
る
(
前
掲
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
十
一
一
一
ペ
ー
ジ
)
」
と
す
れ
ば
、
独
占
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
中

小
企
業
の
コ
ス
ト
を
早
く
知
り
た
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
む
い
「
結
合
関
係
」
に
よ
る
計
算
セ
ン
タ
ー
の
利
用
は
手
っ
と
り
早
い
方
法
で
あ

り
、
中
小
企
業
の
業
種
別
・
統
一
原
価
計
算
制
度
は
相
互
の
コ
ス
ト
比
較
を
可
能
な
ら
し
め
る
。

き
て
、
橋
本
鉄
工
に
も
ど
り
、

そ
の
「
且
単
産
・
同
期
化
」
の
結
果
に
つ
い
て
み
よ
う
。
保
科
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
表
一
目
さ
れ
る

(
保
科

氏
稿
一
二
七
ペ
ー
ジ
)
。
同
期
化
の
前
後
に
は
か
な
り
の
差
が
み
ら
れ
る
。
「
生
産
量
は
五
割
ア
ッ
プ
し
た
ほ
か
、

も
っ
と
い
ち
ぢ
る
し
い
の

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)

八
七



中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)

量産・同期化方式による合理化の成果

(ドア・サッシュ部門)

「一一-~両両両一年12可一一一

1月間生産量 l5川吋叫500本|

18%増118% 100% 数程エ
20%増

16%増

27%滅73% 問時取段

39%減1.7時間完成までの停滞時間

3%滅620坪積函域業作

13~合滅165坪

100% 

100%1 

100%1 

4.4時間1

640坪i

190坪1

830坪l

八
入

は
素
材
か
ら
完
成
ま
で
の
中
間
停
滞
時
聞
が
六
一
%
(
一
二
九
%
に
な
に
を

6%減

.
フ
一
フ
ス
?
)

も
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
(
保
科
氏
稿
二
一
七
ペ
ー
ジ
ど
こ
と
で

51%増

120% 

116% 

ダソヅ・スペース

あ
る
。
他
方
で
、

「
工
程
数
、
機
械
台
数
、
従
業
員
数
」

は
そ
れ
ぞ
れ

数

要t

785坪

若
干
づ
っ
増
加
は
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
、
「
段
取
時
間
(
運
搬
・
手
待

員

.L主、
口

ち
・
準
備
の
時
間
で
あ
ろ
う
)
」

の
約
三

0
4月
械
を
は
じ
め

「
作
業
域
面

業

減

積
、
ダ
ン
プ
・
ス
ペ
ー
ス
(
仕
掛
品
な
ど
の
置
場
面
積
で
あ
ろ
う
)
、

ノ¥
じ

面

従

機

積
」
が
お
の
お
の
多
少
づ
っ
「
充
用
資
本
の
節
約
」
と
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
併
せ
芳
え
れ
ば
、
相
当
の
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
を
え
て

い
る
に
ち
が
い
な
い
。
保
科
氏
も
認
め
て
お
ら
れ
る
が
具
体
的
に
は
示

積

さ
れ
な
い
。

こ
の
ダ
ウ
ン
と
関
連
し
て
つ
ぎ
の
文
章
は
重

と
も
あ
れ
、

視
す
べ
き
で
あ
る
。

日
産
「
自
動
車
で
は
下
請
メ
ー
カ
ー
の
積
極
的
な

面

指
事
・
育
成
に
関
す
る
七
つ
の
基
本
方
針
と
し
て
①
納
入
品
質
ば
よ
い

か
②
品
質
維
持
、
量
産
体
制
は
で
き
て
い
る
か
③
工
程
編
成
能
力
、
管

全

理
基
準
は
あ
る
か
④
量
産
ラ
イ
ン
の
計
画
は
あ
る
か
⑤
経
営
草
新
の
計

画
は
あ
る
か
⑥
研
究
開
発
能
力
⑦
外
国
品
と
の
比
較
を
打
ち
だ
し
、
こ
の
う
ち
①
か
ら
③
空
で
達
成
し
た
も
の
を
下
請
工
場
に
、
①

t
⑤

ま
で
の
も
の
を
量
産
加
工
メ
ー
カ
ー
に
、
①

t
⑦
の
す
べ
て
を
実
現
し
た
も
の
を
部
品
専
門
メ
ー
カ
ー
と
よ
び
、

門
メ
ー
カ
ー
に
成
長
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
(
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
誌
・
昭
和
三
九
年
四
月
一
一
一
日
号
・
四
四
ペ
ー
ジ
l
四
五
ペ
ー
ジ
)
」
。
す
な

全
部
の
下
請
が
部
品
専



わ
ち
「
全
部
の
下
請
」
が
、
「
品
質
」
を
維
持
し
開
発
し
、
同
期
化
に
も
と
づ
く
「
量
産
ラ
イ
ン
の
計
画
」
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
「
自
由

化
」
の
な
か
で
「
外
国
品
」
と
対
抗
し
よ
う
と
す
る
日
産
'
自
身
の
た
め
の
「
指
導
」
で
あ
る
。
と
の
「
指
導
」
休
制
の
な
か
で
、
再
下
請

で
は
橋
本
鉄
工
が
初
発
的
対
象
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
「
全
部
の
下
請
」
が
「
部
品
専
門
メ
ー
カ
ー
」
と
な
り
う
る
よ
う
な
「
指
導
」

上
の
保
証
が
あ
り
う
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

「
月
間
納
入
高
五
O
O
万
円
以
下
の
部
品
メ
ー
カ
ー
は
、

宝
会
の
会
員
と
し

て
い
ま
ま
で
の
よ
う
な
特
別
な
待
遇
は
で
き
な
い
」
と
い
う
『
日
産
会
社
の

l
且
言
グ
』
(
渡
辺
陸
氏
稿
・
前
掲
『
経
済
評
論
』
二
四
ペ
ー
ジ
)

の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
量
産
・
同
期
化
万
式
〕
の
再
下
請
へ
の
拡
大
に
か
ん
し
て
も
、
「
育
成
」
と
切
捨
の
練
を
か
な
り
明
確
に
両
し
て

す
す
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
同
期
化
の
適
用
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
の
下
請
の
コ

ス
ト
在
い
っ
き
ょ
に
大
巾
に
引
下
げ
、
結
呆
と
し
て
日
産
傘
下
企
業
全
体
の
コ
ス
ト
が
従
来
以
下
に
徹
底
的
に
低
下
せ
し
め
ら
れ
る
。
そ

の
こ
と
は
、
同
時
に
、
従
来
か
ら
の
毎
年
五
%
な
い
し
一
O
%
の
下
請
単
価
の
切
下
げ
と
い
う
日
産
の
要
求
に
、

い
っ
そ
う
拍
車
を
か
け

る
で
あ
ろ
う
。
最
終
的
に
は
、

日
産
自
体
の
合
理
化
に
よ
る
分
を
ふ
く
め
、
自
動
車
製
品
の
コ
ス
ト
は
年
々
低
下
す
る
一
方
で
あ
る
。
過

去
四
ヵ
年
の
聞
に
約
三
O
%
の
ダ
ウ
ン
と
い
わ
れ
る
(
現
代
企
業
研
究
会
寸
日
産
自
動
車
」
昭
和
三
七
年
・
一
三
一
0
ペ
ー
ジ
)
が
、
橋
本
鉄
工
の

よ
う
な
再
下
請
の
コ
ス
ト
に
ま
で
手
の
の
び
た
段
階
で
は
、

さ
ら
に
引
下
げ
ら
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、

お
な
じ
よ
う
に
乗
用
車
の
価
格
も
下
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
右
の
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
の
過
程
に
お

け
る
一
般
的
傾
向
と
し
て

一
定
の
独
占
価
格
の
水
準
は
そ
れ
ほ
ど
に
変
化
し
て
い
な
い
(
『
物
価
』
誌
・
昭
和
三
九
年
四
月
号
・
一
二
ベ

1

ジ
参
照
)
。
そ
れ
は
、
自
動
車
業
界
の
「
社
長
会
を
足
場
に
し
て
結
束
し
」
、
「
ど
う
し
た
ら
高
水
準
の
価
格
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
か
、
ど

う
し
た
ら
も
う
け
を
厚
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
憂
き
身
を
や
っ
」
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(
田
中
宏
編
著
『
物
価
を
え
ぐ
る
』
昭
和
三
九
年
・

一
六
二
ペ
ー
ジ
)
。

し
か
も
、

一
車
種
月
産
一
万
台
の
操
業
度
ま
で
は
、
通
常
コ
ス
ト
は
低
減
し
て
い
く
と
い
わ
れ
て
い
る
の
に
、

一
車
種

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)

八
九



中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)

九。

月
産
五
、

0
0
0台
の
大
メ
ー
カ
ー
が
そ
れ
以
下
の
数
十
台
の
メ
ー
カ
ー
の
価
格
と
大
差
な
い
価
格
水
準
に
吊
上
げ
て
い
る
。

も
ち
ろ

ん
、
日
本
の
自
動
車
独
占
は
寡
占
状
態
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
定
条
件
の
も
と
で
独
占
価
格
自
体
の
動
き
は
あ
り
う
る

が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
独
占
利
潤
在
失
う
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。

い
さ
さ
か
主
題
か
ら
は
な
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
中

小
下
請
の
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
の
犠
牲
の
も
と
で
可
能
と
な
っ
て
い
る
の
で
重
要
で
あ
る
。
さ
い
き
ん
の
条
件
に
つ
い
て
み
よ
う
。

乗
用
車
の
独
占
価
格
の
変
化
は
「
三
十
八
年
十
月
、
日
産
自
動
車
を
皮
切
り
に
ト
ヨ
タ
、
プ
リ
ン
ス
、
い
す
父
、
日
野
と
各
自
動
車
会

社
の
値
下
げ
に
始
ま
っ
た
。

し
か
し
値
下
げ
幅
は
二
万
円
か
ら
四
万
円
程
度
で
、

通
産
省
に
義
理

(
「
体
制
金
融
」
二
O
O
億
円
に
た
い

す
る
)
を
た
て
た
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
(
田
中
宏
氏
前
掲
編
著
書
一
六
五
ペ
ー
ジ
)
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
の
値
下
げ
は
「
約
三
O

%
」
の
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
の
ご
く
一
部
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
さ
ら
に
、

「
わ
が
国
の
乗
用
車
価
格
は
、

欧
米
車
の
そ
れ
に
比
べ
て
二
割
ほ

ど
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
乗
用
車
小
委
員
会
(
「
産
業
構
造
調
査
会
」
の
)

が
調
べ
た
と
こ
ろ
で
も
同
じ
よ
う
な
結
論
が
で
て
い
る
。

自
由
化
時
期
(
三
九
年
十
月
予
定
)
の
切
迫
左
ひ
か
え
て

(
田
中
氏
前
掲
著
二
つ
一
ペ
ー
ジ
)
」
、

早
晩
引
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
価
格

の
「
二
割
」
高
は
さ
き
の
「
約
一
ニ
O
%
」
の
コ
ス
ト
低
下
に
充
当
す
る
と
す
れ
ば
、
従
来
の

(
「
約
三
O
%
」
ダ
ウ
ン
以
前
の
〉
独
占
利

潤
の
幅
を
多
少
圧
縮
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
乗
用
車
の
コ
ス
ト
は
価
格
の
半
分
で
あ
る
〈
田
中
氏
前
掲
著
二
ハ

六
ペ
ー
ジ
)
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
の
後
の
中
小
下
請
の
集
中
的
合
理
化
の
進
展
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
「
ご

割
」
値
下
げ
の
「
自
由
化
」
の
な
か
で
も
、

「
自
由
化
」
前
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
独
占
利
潤
を
確
保
し
て
い
け
る
体
制
を
も
っ
て
い
る
よ
う

と
う
め
ん
「
白
由
化
」
ま
で
は
、
値
下
げ
幅
を
「
二
万
円
か
ら
四
万
円
」
に
と
ど
め
て
お
き
、

ウ
ン
に
よ
る
蓄
積
の
テ
ン
ポ
(
公
表
利
益
は
、
昭
和
三
三
年
三
月
期
の
十
億
円
余
か
ら
年
々
増
大
し
昭
和
三
一
八
年
三
月
期
で
は
約
七
五
億

に
推
定
で
き
る
。
そ
し
て
、

コ
ス
ト
・
ダ

円
と
、

わ
ず
か
数
年
の
間
に
、
特
別
償
却
費
や
各
種
引
当
金
に
よ
る
莫
大
な
利
益
イ
ン
ベ
イ
分
を
除
い
て
さ
え
、

七
倍
以
上
と
い
う
驚
異



的
テ
ン
ポ
)
を
ゆ
る
め
な
い
で
お
こ
う
と
い
う
の
が
姐
い
の
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
橋
本
鉄
工
に
た
ち
か
え
ろ
う
。
さ
き
の
表
『
量
産
・
同
期
化
方
式
に
よ
る
合
理
化
の
成
果
』
に
あ
ら
わ
れ
た
よ
う
な
「
相
当
の
コ

ス
ト
・
ダ
ウ
ン
L

が
も
た
ら
さ
れ
、
経
営
者
に
と
っ
て
な
す
こ
と
す
べ
て
が
好
都
合
で
問
題
は
な
い
か
と
い
う
と
、
け
っ
し
て
そ
う
で
は

な
い
。
保
科
氏
が
か
わ
っ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
る
。
同
期
化
以
前
の
よ
う
に
「
機
能
別
に
機
械
が
配
置
し
て
あ
れ
ば
大
口
の
ロ
ッ

ト
の
あ
る
閣
に
小
口
の
ロ
ッ
ト
受
注
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
同
期
ラ
イ
シ
に
な
っ
て
コ

γ
ベ
ャ
で
つ
な
が
っ
た
流
れ
作
業
に
変
る

と
、
機
械
組
替
え
に
時
間
が
か
か
っ
て
間
尺
に
合
わ
な
い
。
ド
ァ
・
サ
ッ
シ
ュ
で
一
ロ
ッ
ト
最
低
一
、
五

0
0台
分
ま
と
ま
ら
な
け
れ
ば
、

と
て
も
流
せ
な
く
な
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
い
ま
支
で
の
よ
う
に
注
文
な
ら
大
小
に
か
か
わ
ら
、
ず
引
き
受
け
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
そ
の
た
め
同
社
で
日
産
は
と
も
か
く
(
保
科
氏
稿
二
一
七
ペ
ー
ジ
ご
と
し
て
、
他
社
に
は
同
期
化
ラ
イ
ン
に
の
る
よ
う
な
大
口
注
文
に

し
て
も
ら
う
よ
う

P
R
を
お
こ
な
っ
た
り
、
ラ
イ
ン
に
の
ら
な
い
注
文
は
再
下
請
に
だ
そ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
に
も
、
さ
き
に

土
屋
製
作
所
の
ば
あ
い
に
つ
い
て
み
た
と
同
様
の
開
通
が
率
直
な
言
繁
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、

日
産
だ
け
に
た
よ
り
え
ず
、
他

の
下
請
中
小
企
業
と
の
激
し
い
競
争
条
件
の
な
か
で
、
一
冗
方
を
複
数
化
す
る
努
力
を
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ぞ
の
努
力
は
、

7こ
ん

に
P
R
す
る
と
い
う
よ
う
な
生
や
さ
し
い
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
元
方
諸
独
占
は
計
算
セ
ン
タ
ー
を
つ
う
じ
て

中
小
の
コ
ス
ト
を
知
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

ふ
た
た
び
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
シ
の
追
打
ち
要
求
↓
コ

γ
ぺ
ァ

l
の
ス
ピ
ー
ド
・
ア
ず

プ
↓
労
働
強
化
と
な
る
。
『
中
小
企
業
の
た
め
の
原
価
計
算
』

は
そ
の
書
名
に
そ
む
き
事
実
上
は
『
中
小
企
業
の
た
め
な
ら
ざ
る
原
価
計

算
』
と
な
る
。

さ
て
、
以
上
総
じ
て
、
自
動
車
独
占
資
本
は
、

み
ず
か
ち
を
合
理
化
し
そ
の
独
占
価
格
を
維
持
す
る
こ
と
だ
け
か
ら
で
な
く
、
他
方
で

下
請
企
業
の
コ
ス
ト
を
中
心
と
し
た
経
営
の
全
ぼ
う
を
掌
握
し
相
つ
ぐ
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
の
強
制
か
ら
莫
大
な
独
占
利
潤
の
主
要
部
分
を

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
(
二
)

九



中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)

九

手
に
入
れ
て
い
る
。
そ
の
さ
い
決
定
的
な
役
割
そ
果
す
の
が
、
計
算
セ
ン
タ
ー
と
「
量
産
・
同
期
化
方
式
」
と
の
結
合
し
た
管
理
形
態
を

中
小
に
適
用
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
ん
ど
と
の
傾
向
は
い
っ
そ
う
強
ま
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
独
占
が
、

一
定
の
中
小
の
経
営
の
ス

」
叉
ミ
ま
で
も
客
観
的
な
一
連
の
数
字
と
し
て
電
算
機
に
よ
り
即
座
に
把
握
す
る
だ
け
で
な
く
、
抽
出
占
み
ず
か
ら
の
要
求
に
も
と
づ
い
て
こ

の
経
営
全
体
主
自
己
の
そ
れ
に
同
調
・
同
期
化
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
い
い
か
え
れ
ば
、
独
占
が
、
そ
の
目
標

独
占
利
潤
の
実
現
を
起
点
と
す
る
経
営
(
利
益
〉
計
画
を
、
時
に
応
じ
て
、
中
小
に
ま
で
貫
徹
な
い
し
延
長
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
筆
者
は
、

そ
れ
を
仮
り
に
グ
独
占
の
利
益
計
画
の
中
小
へ
の
「
科
学
的
」
延
長
グ
と
よ
ん
で
お
こ
う
。
呼
名
は
ど
う
で
も
よ
い
の
で
あ

る
が
、

そ
こ
に
お
い
て
こ
ん
ご
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
、
内
容
を
示
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、
す
で
に
日
産
独
占

と
そ
の
下
詰
企
業
の
自
動
車
部
門
に
つ
い
て
一
部
み
て
き
た
よ
う
に
、
独
占
利
潤
、
独
占
価
格
、
許
容
原
価
の
具
体
的
・
部
門
別
の
構
造

と
そ
の
動
き
が
、
そ
れ
と
対
応
関
係
に
た
つ
中
小
の
原
価
、
利
益
、
価
格
を
ど
の
よ
う
に
規
定
す
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
規
定
に
さ
い
し
て
、
経
営
管
理
技
術
と
し
て
の
利
益
計
画
の
「
科
学
的
」
延
長
が
ど
の
よ
う
な
客
観
的
役
割
を
つ
と
め
る
の
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
な
お
多
く
の
要
素
が
あ
り
、
本
稿
だ
け
を
も
っ
て
し
て
は
全
般
的
、
法
則
的
な
認
識
に

は
容
易
に
到
達
し
え
な
い
。
そ
こ
で
、

さ
し
あ
た
っ
て
、
半
合
法
的
・
経
済
外
の
暴
力
に
よ
る
独
占
・
中
小
間
の
不
等
価
交
換
の
計
算
構

造
と
い
う
要
素
に
、

ま
た
独
占
の
国
家
へ
の
「
寄
生
的
」
機
構
な
ら
び
に
そ
れ
そ
可
能
と
す
る
中
小
の
「
利
潤
統
制
」
し
た
が
っ
て
ま
た

価
格
統
制
と
い
う
要
素
に
配
慮
す
る
で
あ
ろ
う
(
第
同
項
参
照
)
。

そ
れ
は
、
「
運
動
」

の
進
行
過
程
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
た
重
要
な
批
判

対
象
だ
か
ら
で
あ
り
、
考
慮
す
べ
き
要
素
の
序
列
に
し
た
が
っ
て
と
り
あ
げ
る
わ
け
で
は
な
い
。

右
の
橋
本
鉄
工
の
ば
あ
い
と
ほ
ぼ
と
き
を
同
じ
く
し
て
、
本
部
「
経
営
計
算
セ
ン
タ
ー
」
の
委
託
計
算
が
「
完
成
」
じ
た
の
は
長
谷
川

鋳
工
所
の
原
価
に
つ
い
て
マ
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、

こ
の
企
業
は
、
橋
本
鉄
工
(
下
請
注
文
牛
一
産
)
と
は
異
り
、
原
則
的
に
市
場
生
産



を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
部
が
主
要
な
ふ
た
と
お
り
の
生
産
方
式
含
典
型
的
に
と
る
企
業
そ
選
ん
だ
の
は
け
っ
し
て
偶
然

で
は
あ
る
ま
い
。
む
し
ろ
、

の
ち
に
考
え
る
よ
う
な
一
定
の
積
極
的
な
狙
い
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

ま
た
、

筆
者
に
と
っ
て
、

さ
き
の
中
小
の
「
利
潤
統
制
」
と
そ
れ
と
の
関
連
に
お
け
る
独
占
の
寄
生
性
の
研
究
に
も
好
箇
の
材
料
を
与
え
て
く
れ

も
ち
あ
わ
せ
た
い
の
で
、
本
稿
で
は
、
計
算
セ
ン
タ
ー
が

長
谷
川
鋳
工
に
あ
た
え
る
合
理
化
の
典
型
的
な
計
算
的
内
容
の
検
討
に
重
点
在
お
き
、

る
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
橋
本
鉄
工
の
ば
あ
い
ほ
ど
の
資
料
を
、

い
ま
は
、

「
利
潤
統
制
」

に
か
ん
し
て
は
お
お
ま
か
な
問
題

点
の
指
摘
に
と
ど
め
よ
う
。

さ
て
、

こ
の
企
業
は
、

『
新
聞
』
ハ
十
二
月
十
六
日
号
》
に
よ
る
と

「
川
口
地
区
で
も
有
力
な
業
者
」
で
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
新
鋭

機
を
輸
入
し
「
生
産
の
自
動
化
」
を
す
す
め
る
な
ど
、
「
工
場
設
備
の
全
面
的
近
代
化
」
を
計
っ
て
お
り
、
「
鋳
物
業
界
で
は
画
期
的
な
近

代
化
L

工
場
で
あ
る
と
い
う
。
労
働
者
数
一
入

C
人
の
規
模
で
、
生
産
能
力
は
月
産
約
三

0
0
ト
ン
。
製
品
種
類
位
、
排
水
用
直
管
お
よ

び
管
継
子
、

ネ
グ
付
排
水
管
継
手
、

マ
ン
ホ
ー
ル
・
カ
バ

l
、
パ
ル
プ
・
ボ
ッ
グ
ス
、

ル
ー
プ
ド
レ
ン
な
ど
の
衛
生
設
備
関
係
の
鋳
物
製

品
で
あ
る
。
問
題
の
原
因
は
、

と
の
製
品
種
類
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

こ
ζ

に
示
し
た
も
の
も
ふ
く
め
、
全
部
で
約
一
、

0
0

0
種
類
あ
っ
て
、

そ
の
う
ち
、
約
五

0
0種
類
の
も
の
が
全
生
産
量
の
丸

O
%を
占
め
市
場
生
産
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

の
こ
り
の
約

五
0
0種
類
(
つ
ま
り
全
生
産
量
の
一

O
%
の
も
の
)
に
つ
い
て
は
注
文
生
産
を
お
と
な
っ
て
い
る
。

て
、
工
場
全
体
の
「
原
価
右
主
体
と
し
た
管
理
に
は
手
聞
が
か
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
理
由
は
、

か
〈
て
、

後
者
の
存
在
に
よ
っ

、
お
そ
ら
く
こ
う
で
あ
ろ

ぅ
。
多
品
種
少
量
生
産
の
製
品
部
分
が
全
生
産
工
程
に
つ
ね
に
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
は
、
間
接
費
の
製
品
(
全
種
類
の
〉
別
配
賦
計
算
を
困

難
な
ら
し
め
、

そ
の
こ
と
は
ま
だ
製
品
別
原
価
計
算
を
不
分
明
な
ら
し
め
た
。
長
谷
川
社
長
が
「
電
算
機
に
よ
り
原
価
計
算
の
徹
底
を
計

り

一
品
当
り
の
コ
ス
ト
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
い
か
」
と
「
問
題
検
討
を
命
じ
た
」
こ
と
か
ら
も
、

そ
の
こ
と
が
う
な
事
つ
け
る
。
こ

中
小
企
業
の
統
一
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
(
二
V

九



中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)

九
四

う
し
て
、

本
部
よ
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
同
鋳
工
所
に
趣
き
、

委
託
計
算
を
開
始
す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
し
て
、
「
現

場
の
職
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
始
デ
ー
タ
l
(
H
コ
ス
ト
ど
を
も
と
に
「
経
営
計
算
セ
シ
タ

l
」

に
お
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
三
つ
の

管
理
階
層
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
手
段
と
な
る
諸
表
が
作
成
さ
れ
た
と
い
う
。

「
経
営
者
」
に
は
「
限
界
利
益
グ
ラ
フ
」
と
「
粗
利
益
順
位
グ
ラ
フ
」
が
提
供
さ
れ
、

H
H
「
管
理
者
」
に
は
「
造
型
別
限
界
利
益
・

製
品
別
限
界
利
益
・
製
品
別
お
よ
び
造
型
別
利
益
順
位
明
細
」
が
提
供
さ
れ
、
「
商
品
別
の
有
利
性
」
の
判
断
な
ど
「
全
般
的
利
益
管
理
・

ト)
計
画
の
基
礎
資
料
と
な
る
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
諸
表
の
内
容
が
明
ら
か
で
な
い
の
で
多
く
を
述
べ
え
な
い
が
、

た
ぶ
ん
製
品
原
価
が
迅
速

に
算
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
各
種
の
損
益
分
岐
図
表
の
作
成
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
図
表
の
組
合
せ
か
ら
一
定
の
経
営
計
画
設

定
へ
の
道
を
ひ
ら
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
さ
い
「
実
際
の
受
注
活
動
に
必
要
な
見
積
り
原
価
の
作
成
が
・
:
:
:
:
は
っ
き
り
す

る
」
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
企
業
に
と
っ
て
も
っ
と
も
基
本
的
な
成
果
の
一
っ
と
お
も
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
従
来
、
経
験
的
に
全
社
的

に
は
採
算
が
合
っ
て
い
て
も
、
製
品
原
価
が
「
不
分
明
」
の
た
め
出
血
受
注
の
品
種
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
か
り
に
そ
う

だ
と
す
れ
ば
、
見
積
り
原
価
に
よ
っ
て
そ
の
品
種
は
排
除
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
有
利
な
品
種
の
組
合
せ
に
よ
る
経
営
計
画
化
が
あ
る
て
い

ど
可
能
と
な
ろ
う
。
同
「
職
長
」
に
は
「
工
程
別
・
作
業
別
の
製
造
原
価
明
細
表
な
ど
」

が
提
供
さ
れ
、

「
原
価
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
お

さ
え
」
る
。
こ
こ
に
、
も
う
一
つ
の
お
お
き
な
「
成
果
」
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
右
に
い
う
、

「
製
造
原
価
」

は
お
そ
ら
く
直
接
費

で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
個
別
原
価
計
算
に
お
け
る
間
接
費
の
部
門
別
配
賦
計
算
を
つ
う
じ
て
の
注
文
製
品
へ
の
間
接
費
の
配
賦
が
お

こ
な
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
職
長
に
と
っ
て
間
接
費
は
管
理
不
能
費
で
あ
る
ば
あ
い
が
多
い
の
で
、
彼
に
与
え
る
明
細
表
は

直
接
費
だ
け
で
本
来
の
管
理
が
実
行
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

か
り
に
、
『
中
小
企
業
の
た
め
の
原
価
計
算
』
や
そ
の
業
種
別

版
『
鋳
鉄
鋳
物
工
業
の
原
価
計
算
』
で
は
間
接
費
の
部
門
別
計
算
を
「
省
略
」
し
て
い
る
こ
と
、
鋳
鉄
鋳
物
工
業
で
は
直
接
費
・
間
接
費



の
平
均
比
率
が
七
五
・
九
%
対
二
四
・
一
%
〈
昭
和
三
九
年
版
『
中
小
企
業
の
原
価
指
標
』
八
六
ペ
ー
ジ
)
で
あ
る
こ
と
、
と
の
二
つ
の
と
と
か

ら
部
門
別
計
算
の
う
え
で
は
間
接
費
を
排
除
し
て
い
る
と
し
て
も
、
製
品
別
計
算
上
は
把
握
さ
れ
て
お
り
、
職
長
の
機
能
に
と
っ
て
は
無

関
係
の
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
で
問
題
は
三
つ
に
整
理
さ
れ
る
。

一
つ
は
、
製
品
コ
ス
ト
の
算
定
に
よ
る
経
営
の
計
画
化
と
直
接
費
の
部
門

別
計
算
に
よ
る
原
価
管
理
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
長
谷
川
鋳
工
自
体
に
一
定
の
合
理
化
の
成
果
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
二
つ
に
は
、
計

算
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
計
算
が
な
お
他
の
「
有
力
」
企
業
の
主
要
部
分
ぞ
お
さ
え
、
業
界
の
製
品
別
標
準
原
価
(
業
界
の
総
平

均
値
で
は
な
く
、
業
界
の
う
ち
で
「
能
率
的
」

「
適
正
」
原
価
の
企
業
に
つ
い
て
の
平
均
値
〉
を
算
定
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て

と
の
原
価
は
「
過
当
競
争
の
防
止
」
や
「
合
併
・
共
同
化
」
、
転
廃
業
を
つ
う
じ
て
中
小
の

「
近
代
化
L

の
手
段
に
発
展
し
か
ね
な
い
。

コ
一
つ
め
に
、
「
有
力
な
業
者
」
と
し
て
の
長
谷
川
鋳
工
に
さ
え
一
定
の
問
題
を
な
げ
か
け
な
い
と
は
閥
抗
ら
な
い
。
さ
き
に
、
「
見
積
り
原

価
」
の
算
定
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
出
血
受
注
品
種
の
排
除
と
い
う
効
果
の
側
面
を
指
摘
し
た
が
、

こ
の
「
算
定
」
は
逆
の
役
割

を
果
し
か
ね
な
い
。
製
品
の
納
入
先
に
「
官
公
庁
」
(
次
項
参
照
)

独
占
大
企
業
・
地
方
自
治
体
の
あ
る
ば
あ
い
、
そ
の
コ
ス
ト
に
「
相

対
的
に
不
当
に
低
い
適
正
利
益
」
を
附
加
し
た
価
格
で
納
入
す
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
る
と
い
う
危
険
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
次
項
で
改
め

て
引
論
じ
よ

h

つ。

1.ノ缶
新
経
営
理
念
の
も
と
で
の
『
適
正
利
益
計
算
基
準
』
の
公
表

結
合
し
た
重
要
な
問
題
が
発
生
し
た
。
そ
れ
は
、
昭
和
三
コ
一
年
に
『
中
小
企
業
の
た
め
の
原
価
計
算
』
を
発
表
し
た
機
関
で
あ
る
本
部
・

新
ら
だ
に
、
中
小
企
業
の
原
価
計
算
「
運
動
」
と
直
接
的
に

中
小
企
業
原
価
計
算
委
員
会
か
ら
の
、
吋
適
正
利
益
計
算
基
準
』
(
昭
和
三
九
年
四
月
・
以
下
『
基
準
』
と
称
す
)
の
公
表
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

さ
き
の
『
中
小
企
業
の
た
め
の
原
価
計
算
』
が
独
占
を
し
て
中
小
の
コ
ス
ト
を
掌
握
せ
し
め
た
こ
と
か
ら
さ
ら
に
前
進
し
て
、

不
当
に
も

中
小
の
利
益
部
分
に
ま
で
容
蟻
し
よ
う
と
す
る
意
図
を
も
っ
と
い
う
意
味
で
「
重
要
な
問
題
」
で
あ
る
。
独
占
が
、
そ
の
独
占
的
地
位
を

中
小
企
業
の
統
一
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)

九
五



中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)

九
ノ、

利
用
し
て
、
中
小
の
利
益
に
規
制
を
く
わ
え
る
こ
と
は
、

し
ば
し
ば
従
来
か
ら
も
現
実
に
お
い
て
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
き
て
い
る
。
独
占

価
格
に
よ
る
原
料
の
強
制
、
下
請
単
価
の
切
下
げ
、
下
請
代
金
の
支
払
遅
延
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
基
準
」

と
こ
ろ
は
、
中
小
の
利
益
に
手
を
加
え
る
こ
と
を
半
ば
合
法
的
に
一
般
的
制
度
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
価
計
算
「
運
動
し
の
総
仕
上
げ

の
狙
い
と
す
る

だ
な
ら
ぬ
役
割
を
果
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、

〈
原
価
↓
利
益
↓
価
格
の
規
制
〉
を
し
よ
う
と
す
る
点
に
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
こ
と
の
成
否
と
は
べ
つ
に
、

さ
ら
に
「
重
要
な
問
題
」
と
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
と
ち
が
っ
た
、

Tこ

と
こ
ろ
で
、
「
基
準
』
は
、

そ
の
突
然
の
公
表
の
の
ち
聞
も
な
い
の
で

こ
ん
ど
現
実
に
い
か
な
る
反
響
を
呼
ぶ
か
に
つ
い
て
は
こ
こ

で
具
体
的
に
述
べ
え
な
い
。
だ
が
、
中
小
の
利
益
に
つ
い
て
そ
の
企
業
外
か
ら
制
度
的
な
圧
力
の
加
わ
る
こ
と
に
た
い
し
、

一
一
回
で
は
本

来
的
に
「
自
由
に
」
利
益
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
中
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
そ
う
や
す
や
す
と
応
ず
る
で
あ
ろ
う
か
、

と
い
う
疑
問
は
少

く
と
も
表
明
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
疑
問
が
あ
る
。
『
基
準
』
は
、

そ
の
一
つ
の
意
図
と
し
て
、
中
小
の

「
適
正
利
益
」

に
プ
ラ
ス
さ
れ
る

原
価
が
「
許
容
」
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
「
判
定
」
す
る
た
め
に
、

そ
の
中
小
か
ら
商
品
の
納
入
を
う
け
る
「
官
公
庁
・
大
企

業
」
が
、
中
小
の
原
価
計
算
手
続
を
詳
細
に
「
調
査
」
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
(
独
占
が
中
小
の
原
価
に
手
を
つ
け
る
の
は
、
と
れ
ま

で
は
、
計
算
セ
ン
タ
ー
の
適
用
や
下
請
「
指
導
」
を
つ
う
じ
て
で
あ
る
と
し
て
き
た
が
、

こ
こ
で
は
、
新
ら
た
に
「
官
公
庁
」
ま
で
が
直

接
的
に
原
価
に
介
入
す
る
こ
と
か
}
許
し
て
い
る
〉
。

そ
の
こ
と
は
、

独
占
に
直
接
的
な
従
属
闘
係
を
も
た
な
い
中
小
か
ら
も
反
感
そ
呼
ば

な
い
と
は
か
ぎ
ら
な
い
か
ら
℃
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
抵
抗
の
生
ず
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
、
本
部
「
中
小
企
業
原
価
計
算
委
員
会
」
で
予
め
考
慮
し
て
い
な
い
わ
け
は
な

ぃ
。
そ
の
こ
と
は
、
『
基
準
』
の
「
は
し
が
き
」
が

「
利
潤
統
制
な
い
し
利
潤
抑
圧
を
企
図
す
る
も
の
で
な
い
」

と
わ
ざ
わ
ざ
こ
左
わ
っ

て
い
る
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は
、

か
か
る
配
慮
の
う
え
に
た
っ
て
、
な
お
「
適
正
利
益
」
の
算
定
を
な
ぜ
制
度
化
し
よ
う
と



す
る
の
か
、
そ
の
思
想
的
・
経
済
的
背
景
に
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
思
想
」
と
は
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
も
と
で
の

P
・
ド
ラ
ッ

カ
ー
の
考
え
方
を
日
本
流
に
「

y

通
正
」
概
念
の
う
ち
に
継
承
し
よ
う
と
す
る
新
理
念
で
あ
る
(
後
述
)
。
つ
ま
り
「
経
済
的
背
景
」
(
次
稿
の
、

「
運
動
」
過
程
の
総
括
を
参
照
)

を
直
接
的
に
反
映
し
た
も
め
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

本
稿
で
は
、

さ
し
あ
た
り
、
『
基
準
』
の
目
的

な
ら
び
に
対
象
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、

そ
の
な
か
で
『
基
準
』
の
思
想
的
背
景
を
明
ら
か
と
し
、

そ
の
思
想
が
全
体
的
内
容

1

1
と
り
わ
け
、
も
っ
左
も
主
要
な
内
容
l
i
!
の
う
え
に
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
か
を
中
心
に
、
批
判
的
に
紹
介
、
分
析
し
ょ

ぅ
。
こ
の
よ
う
な
方
法
で
の
批
判
に
よ
る
と
き
、

そ
こ
に
は
、

な
お
個
々
の
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
か
つ
多
面
的
な
検
討
が
時
抗
さ
れ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
検
討
は
、

と
う
ぜ
ん
改
め
て
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
し
、
そ
れ
を
正
し
く
系
統
的
に
な
す
た
め
に
、
す

な
わ
ち
計
算
技
術
の
分
散
的
批
判
に
終
始
し
た
り
「
正
し
い
原
価
」

そ
の
前
提
と
し
て
、
思
想
的
背
景
を
中
心
と
す
る
主
要
点
の
分
析
こ
そ
が
ま
ず
な
さ
れ
ね
ば
な
ち
な
い
。

「
正
し
い
利
益
」
を
求
め
る
幻
想
的
批
判
に
お
ち
い
っ
た
り
し
な

い
た
め
に
、

附
随
的
な
が
ら
、
「
重
要
な
問
題
」
そ
ふ
く
む
『
基
準
』
は
、
い
っ
た
い
い
つ
ご
ろ
か
ら
準
備
さ
れ
て
き
た
の
か

「
起
案
に
当
っ
た
」
山
口
達
良
氏
に
よ
る
と
「
昭
和
三
入
年
十
二
月
決
定
《
山
口
達
良
氏
稿
・
適
正
附
加
利
益
率
の
試
算
・
埼
玉
大

(
『
基
準
』
の
直
接
的

『
社
会
科
学
論
集
』

十
三
号
以
下
本
稿
で
は
『
試
算
』
と
よ
ぷ

l
l》
」
と
あ
る
か
ら
、
昭
和
三
七
年
十
一
月
の
「
原
価
計
算
基
準
」
発
表
後
の
一
ヵ
年
が
木
格
的
準
備
期

間
で
あ
つ
だ
と
も
推
測
で
き
る
)
。
今
回
の
『
基
準
』
は
な
ん
ら
の
予
告
な
い
し
一
定
の
公
開
討
議
な
し
に
突
然
に
発
表
さ
れ
た
と
い
う
印
象

(
『
中
小
企
業
の
た
め
の
原
価
計
算
』
の
さ
い
を
想
起
せ
よ
)
を
強
く
一
般
に
与
え
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

『
基
準
』
の
基
本
的
着
想
が
比

較
的
さ
い
き
ん
な
さ
れ
た
と
解
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
、
第
一
一
節
で
注
意
を
喚
起
し
て
お
い
た
よ
う
に
、

『
中
小
企
業
の

た
め
の
原
価
計
算
』
は
そ
の
「
特
徴
」
の
一
つ
と
し
て
「
価
格
計
算
」
同
的
を
形
式
的
に
も
実
質
的
に
も
も
っ
て
い
る
(
「
原
価
計
算
基
準
」

の
ば
あ
い
は
形
式
的
に
は
価
格
形
成
目
的
を
除
外
し
て
い
る
)
。
す
な
わ
ち
、
中
小
の

「
利
潤
統
制
」

の
か
く
て
ま
た
価
格
統
制
の
意
図

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
合
一
)

九
七



中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)

九
八

は
、
『
中
小
企
業
の
た
め
の
原
価
計
算
』
発
表
の
時
点
(
昭
和
一
ニ
三
年
)
に
お
い
て
、

原
価
統
制
の
狙
い
と
同
時
に
多
か
れ
少
か
れ
基
木
的

に
は
存
在
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
具
体
的
な
展
開
と
準
備
は
、
そ
の
ご
の
中
小
企
業
「
近
代
化
」
政
策
の
内
容
が

「
き
わ
め
て
、
だ
い
た
ん
か
っ
積
極
的
な
も
の
と
な
っ
て
(
前
稿
冒
頭
)
」
き
た
段
階
で
す
す
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
守
中
小
企
業
の
た
め
の
原
価
計
算
』
の
ば
あ
い
と
お
な
じ
よ
う
に
、
「
は
し
が
き
」
に
お
い
て
主
要
な
問
題
点
が
あ
ら
か
じ
め
示

さ
れ
て
い
る
の
で
、

ま
ず
そ
れ
ら
を
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
さ
い
し
ょ
に
、
叙
述
の
関
係
上
、

『
基
準
』

の
構
成
内
容
を
あ
ち
わ

ず
つ
ぎ
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
「
こ
の
基
準
は
、
第
一
部
総
説
に
お
い
て
、

ま
ず
、

調
達
目
的
の
価
格
計
算
方
式
の
構
造
、

契
約
形
態
と

価
格
計
算
方
式
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、

し
か
る
の
ち
、
こ
の
基
準
に
よ
る
適
正
利
益
計
算
の
構
造
を
示
し
、
第
二
部
に
お
い
て
は
適

正
利
益
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
許
容
原
価
に
つ
い
て
規
定
し
、
そ
う
し
て
第
三
部
に
お
い
て
適
正
附
加
利
益
率
の
算
定
方
式
を
示
し
て
あ

る
(
守
基
準
』
二
ペ
ー
ジ
)
」
。
と
う
め
ん
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
は
ゴ
チ
ッ
ク
で
引
用
し
た
部
分
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

「
適
正
利
益
」

自
体
の
検
討
は
の
ち
に
お
こ
な
う
と
し
て
、
「
適
正
利
益
」
が
.
プ
ラ
ス
さ
れ
る
相
手
の

「
許
容
原
価
」

と
そ
の
プ
ラ
ス
方
式
な
い
し
計
算

構
造
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
許
容
原
価
」
は
、
独
占
企
業
の
い
わ
ゆ
る
利
益
計
算
構
造
《
売
上
(
独
占
価
格
x
売
上
数
量
)
|
独
占
利
潤
H

許
容
原
価
》
に
お
け
る
そ
れ
で
は
な
く
、
独
占
が
そ
の
独
占
的
諸
条
件
に
よ
っ
て
中
小
に
不
断
の
圧
縮
を
強
要
す
る
現
実
の
個
別
的
な
原

価
(
日
産
独
占
の
例
〉
で
あ
り
、
中
小
自
身
内
か
「
許
容
」
す
る
原
伺
で
は
も
ち
ろ
ん
な
く
、
独
占
が
中
小
に
「
許
容
」
す
る
原
価
で
あ

る
。
し
か
も
、
そ
う
い
う
「
許
容
原
価
」
が
「
適
正
利
益
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
〈
た
だ
し
、
許
容
原
価
に
あ
ら
わ
れ
る
何
別
的
原
価
能
率
が

適
正
利
益
に
反
映
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
え
た
ん
に
平
均
的
・
統
計
的
利
益
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
|
|
後
述
ど

わ
け
で
あ
る
。

ヵ、
く

て
、
中
小
の
利
益
計
算
の
構
造
を
独
占
の
そ
れ
と
の
閣
係
で
表
示
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
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「

こ
の
よ
〉
つ
に
、

言
葉
は
ひ
と
し
く
許
容
原
価
で
あ
り
な
が
ら
、
中
小
の
そ
れ
は
独
占
へ
の
従
属
原
価
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
本
質
的
に

ち
、
が
っ
て
い
る
。
ぞ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
二
つ
の
利
益
計
算
構
造
を
み
て
た
だ
ち
に
わ
か
る
よ
う
に
、
独
占
の
ば
あ
い
は
目
標
独
占
利

ア

b
p

・
コ
ス
千

潤
の
実
現
を
起
点
に
そ
れ
に
許
容
原
価
を
プ
ラ
ス
し
て
独
占
価
格
そ
形
成
(
も
ち
ろ
ん
、
プ
ラ
ス
に
さ
い
し
て
は
、
新
競
争
企
業
を
挑
発
す
る
ほ

ど
高
く
な
く
価
格
競
争
を
ま
ね
く
ほ
ど
偽
く
な
い
水
準
を
考
骨
思
し
た
価
格
水
準
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
。
ま
た
、
管
理
価
格
の
ば
あ
い
に
お
け
る
価
格
「
追

随
者
」
は
、
目
標
独
占
利
潤
を

l
iプ
ラ
イ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
の
「
配
慮
」
の
も
と
で
|
|
起
点
と
し
な
が
ら
も
、
コ
ス
ト
と
無
関
係
に
独
占
価
格
を
決
定

《
H
追
随
uv
す
る
の
で

「
序
列
」
は
、
独
占
利
潤
↓
独
占
価
格
↓
許
容
原
価
と
な
る
)
す
る
と
い
う
順
序
に
な
る
。
こ
れ
に
た
い
し
、
中
小
で
は

独
占
の
コ
ス
ト
の
一
部
(
そ
れ
も
産
業
部
門
に
よ
っ
て
は
相
当
部
分
〉
を
な
す
「
調
達
価
格
」
の
さ
ら
に
部
分
を
構
成
す
る
「
許
容
原

価
」

(
独
占
に
よ
る
烈
し
い
ダ
ウ
ン
要
求
を
と
も
な
う
)
を
出
発
点
と
し
、
他
方
で
そ
れ
と
無
関
係
に
算
定
さ
れ
る
「
適
正
利
益
」
が
プ
ラ
ス

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
合
一
)

九
九



中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
〉

一O
O

さ
れ
「
調
達
価
格
」
に
い
た
る
。
ま
さ
に
、
順
序
は
逆
で
あ
る
。
独
占
に
お
い
て
は
計
算
の
最
終
点
な
い
し
二
次
段
階
と
な
る
コ
ス
ト
が

マ
ー
ゲ
W
J

ト
・
プ
ラ
イ
ス

中
小
で
は
出
発
点
と
な
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
自
由
競
争
段
階
の
資
本
主
義
の
も
と
で
の
資
本
の
古
典
的
な
利
益
計
算
構
遣
〈
収
益
i

コ

ス

ト

イ

ン

カ

ム

費
用
日
利
益

V
と
も
ち
が
っ
た
、
八
(
強
制
)
費
用
十
(
「
適
正
」
〉
利
益
日
(
強
制
)
収
益

V
な
る
新
構
造
で
あ
る
。

以
上
、
計
算
構
造
に
お
け
る
強
制
的
な
い
し
従
属
的
性
格
の
認
識
に
つ
づ
き
、

つ
ぎ
に
こ
の
構
造
が
い
か
に
『
基
準
』
の
目
的
を
支
え

さ
ら
に
適
用
対
象
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
貫
徹
し
て
い
る
か
、
に
つ
い
て
み
よ
う
。

争
の
防
止
等
に
役
立
た
し
め
る
た
め
に
は
、
官
公
庁
、
大
規
模
企
業
等
が
中
小
牟
来
か
ら
調
達
す
る
場
合
に
お
い
て
原
則
的
に
尊
重
さ
れ

て
い
る
か
、

「
中
小
企
業
者
の
不
当
廉
売
、

過
当
競

る
べ
き
適
正
利
益
の
計
算
基
準
を
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
(
『
基
準
』
一
ぺ

1
ヅ

!
l傍
点
筆
者
)
」
。
短
い
女
章
な
が
ら
、

こ
こ
に
は
目
的
に
か
ん
し
て
注
意
を
要
す
る
ほ
ぼ
三
つ
の
事
柄
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

第
一
は
、

「
不
当
廉
売
、
過
当
競
争
の
防
止
」
と

い
う
目
的
に
よ
っ
て
一
定
の
「
適
正
利
益
L

が
一
般
的
に
保
証
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
き
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

け
っ
し
て
そ

h

つ
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
官
公
庁
、
大
規
模
企
業
」
に
よ
司
て
、

詳
細
に
直
接
的
に
、

中
小
の
コ
ス
ト
が
「
調
査
」

さ
れ
、
そ
の
計
算
手
続
が
「
価
格
計
算
目
的
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
か
ど
う
か
:
:
:
:
判
定
(
『
基
準
』
五
一
ペ
ー
ジ
と
さ
れ
る
わ
け

で
、
そ
の
さ
い
選
択
権
を
も
っ
相
手
(
独
占
な
い
し

「
官
公
庁
」
)

は
ヨ
リ
低
コ
ス
ト
の
中
小
商
品
を
調
達
す
る
の
が
理
の
と
う
ぜ
ん
だ

か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、

そ
の
と
き
の
「
適
正
利
益
」
は
「
ヨ
リ
低
コ
ス
ト
」
た
ら
ん
と
努
力
し
た
結
果
の
高
能
率
と
見
合
っ
て
算
定
さ

れ
る
の
で
な
い
こ
と
は
さ
き
に
ふ
れ
た
と
う
り
。
結
局
、
中
小
労
働
者
の
最
大
の
犠
牲
に
よ
っ
て
え
た
「
ヨ
リ
低
コ
ス
ト
」
の
企
業
(
そ

れ
も
選
ば
れ
た
わ
ず
か
の
)
だ
け
が
、
相
対
的
に
不
利
な
「
平
均
的
」
利
益
(
後
述
)
を
一
時
的
に
保
証
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ど
う
し
て

ご
時
的
」
か
と
い
う
と
、
景
気
変
動
の
考
慮
を
の
ぞ
け
ば
、

と
り
残
さ
れ
た
他
の
企
業
が
「
ヨ
リ
低
コ
ス
ト
」
の
企
業
だ
ろ
う
と
努
力

す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
激
し
い
コ
ス
ト
低
下
競
争
を
ま
ね
く
こ
と
は
、

さ
き
に
み
た
「
量
産
・
同
期
化
」
の
も
と
で
の
そ
れ
と
同



じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

コ
ス
ト

(
H
寸
許
容
原
価
」
〉
の
「
調
査
」
の
た
め
に

コ
ス
ト
を
割
つ
て
の
出
血
受
注
と
い
う
意
味
で
の

「
不
当
廉
売
、
過
当
競
争
」
は
あ
る
て
い
ど
強
制
的
に
「
防
止
」
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
中
小
労
働
者
に
集
中
的
な
負
担
を
も
た
ら

す
新
た
な
「
コ
ス
ト
低
下
競
争
」
を
生
み
だ
す
。

第
二
は
、

「
官
公
庁
、
大
規
模
企
業
」
の
た
め
に
、
中
小
が
守
基
準
』
を
一
方
的
に
「
尊
重
」
し
強
制
価
格
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
目
的
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
大
企
業
」

に
は
独
禁
法
が
あ
り

「
製
造
工
業
原
価
計
算
要
綱
」
(
物
価
庁
)
が
あ
る
と
い

う
か
も
知
れ
な
い
。
独
禁
法
に
つ
い
て
は
そ
の
一
面
で
の
ザ
ル
カ
ゴ
的
性
格
や
現
実
の
お
ひ
た
だ
し
い
カ
ル
テ
ル
価
格
の
存
在
か
ら
問
題

と
す
る
に
た
ら
な
い
。
「
要
綱
」
は
、
「
原
価
計
算
基
準
」
が
形
式
上
は
価
格
形
成
目
的
を
排
除
し
て
い
る
の
で
、

一
応
生
き
て
い
る
と
み

八
幡
・
富
士
な
ど
を
ふ
く
む
「
白
木
鍔
銅
会
」
で
は
鋳
銅
製
品
の
「
標
準
価
格
」
を
設
定
す
る

さ
い
に
「
物
価
庁
が
昭
和
二
一
ニ
年
に
公
定
価
格
を
設
定
し
た
際
に
使
っ
た
原
価
計
算
方
式
に
よ
り
昭
和
三
八
年
五
月
の
原
価
を
基
準
と
し

て
よ
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、

た
と
え
ば
、

て
算
定
し
た
(
『
日
本
経
済
新
聞
』
昭
和
一
二
八
年
十
一
月
十
九
日
号
)
」

と
い
う
事
実
そ
あ
げ
る
か
も
知
れ
な
い
。

千

齢

層

守

、

A

φι
ぐ
刀

「
要
綱
し
が
そ
の
第

一
章
の
さ
い
し
ょ
に
掲
げ
る
「
適
正
な
価
格
」
と
り
わ
け
そ
こ
に
ふ
く
ま
れ
る
「
適
正
な
利
益
」
の
算
定
基
準
は
、

「
要
綱
」

の
ど
と
を

ざ
が
し
て
も
で
て
こ
な
い
。
そ
れ
は
、
「
要
綱
」
を
基
礎
と
し
た
戦
時
「
軍
需
工
業
適
正
利
潤
率
算
定
要
領
」
が
効
力
そ
失
い
、
「
要
綱
」

「適
E
」
の
判
断
は
独
占
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
結
果
と

だ
け
が
原
則
的
に
戦
後
継
承
さ
れ
た
た
め
で
は
あ
る
が
、
そ
の
ゆ
え
に
と
そ
ま
た
、

な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

現
実
に
も
お
び
た
だ
し
い
カ
ル
テ
ル
価
格

(
H
「
牒
準
原
価
」
プ
ラ
ス
「
適
正
な
利
益
」
〉
を
許
し
て
い
る
。

第
三
は
、

と
く
に
「
官
公
庁
」
が
中
小
か
ら
調
達
す
る
さ
い
に
「
尊
重
」
さ
せ
よ
う
と
い
う
目
的
で
あ
る
。

そ
れ
は

「
官
公
庁
」
に

納
入
し
な
い
中
小
や
非
下
請
中
小
企
業
を
適
用
対
象
か
ら
は
ず
し
て
い
る
と
い
う
問
題
も
ふ
く
ん
で
い
る
が
、
こ
の
点
は
「
利
潤
統
制
」

の
と
こ
ろ
で
考
慮
す
る
。
「
官
公
庁
」
と
は
、
政
府
な
ら
び
に
関
連
諸
機
関
、
と
り
わ
け
三
公
社
五
現
業
、
各
公
団
、
地
方
自
治
体
な
ど
を

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
(
二
)

。



中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
存
及
運
動
に
つ
い
て
(
二
)

。

ふ
く
む
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
っ
こ
れ
ら
の
機
関
の
詞
達
萱
の
う
ち
独
占
か
ら
の
商
品
の
方
が
は
る
か
に
多
く
を
占
め
て
い
る
と
い
わ

れ
な
が
ち
、
中
小
か
ら
調
達
す
る
絶
対
量
も
け
っ
し
て
軽
視
で
き
な
い
し
、
「
農
林
漁
業
、
食
料
品
、

木
製
品
、
窯
業
製
品
な
ど
」
の
国
家

財
政
支
出
に
よ
る
調
達
品
目
(
中
小
の
商
品
〉
が
他
の
そ
れ
よ
り
か
な
り
十
高
率
で
あ
る
(
鈴
木
武
雄
編
『
白
木
の
財
政
』

一
一
三
二
ペ
ー
ジ
以
下

参
照
)
。

し
た
が
っ
て
、

独
占
の
た
め
の
国
家
資
本
の
節
約
と
い
う
見
地
よ
り
、
中
小
か
ら
の
調
達
価
格
を
で
き
る
だ
け
抑
制
し
た
い
し
、

中
小
の
「
不
当
廉
売
」
を
防
止
し
て
独
占
商
品
の
納
入
の
確
保
・
拡
大
〈
さ
い
き
ん
の
、
従
来
中
小
の
市
場
分
野
へ
の
独
占
の
侵
入
を
み
上
)
を

計
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
「
官
公
庁
」
に
「
撃
韮
」
さ
せ
よ
う
と
す
る
目
的
の
客
観
的
な
性
格
で
あ
る
。

で
は
、
守
基
準
』
を
適
用
し
よ
う
と
す
る
対
象
を
検
討
す
る
た
め
に
つ
ぎ
の
引
用
文
を
み
よ
う
。
「
こ
の
基
準
に
お
い
て
、
第
一
に
注
意

さ
る
ベ
き
こ
と
は
、

こ
の
基
準
が
官
公
庁
、
大
規
模
企
業
等
が
発
注
す
る
中
小
企
業
者
の
全
部
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
官
公
庁
、
大
規
椋
企
業
等
の
契
約
相
手
方
が
大
蔵
省
企
業
会
計
審
議
会
『
原
価
計
算
基
準
』
ま
た
は
『
中
小
企

業
の
た
め
の
原
価
計
算
L

な
ら
び
に
こ
れ
に
も
と
づ
く
業
種
別
原
価
計
算
準
則
に
準
拠
し
た
原
価
計
算
手
続
を
実
行
す
る
場
合
に
お
い
て

の
み
適
同
刑
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
(
『
基
準
』
一
ペ
ー
ジ
1

i
傍
点
筆
者
)
」
。
す
な
わ
ち
、
対
象
な
い
し
範
囲
を
言
葉
の
う
え
で
は
か
な
り

は
っ
き
り
と
限
定
し
て
い
る
。
そ
れ
は
裏
含
か
え
せ
ば
『
中
小
企
業
の
た
め
の
原
価
計
算
』
な
ど
を
中
小
企
業
に
い
っ
そ
う
普
及
き
せ
よ

う
と
す
る
強
い
願
望
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
と
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
か
な
り
叶
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
下
請
中
小
の
コ
ス

ト
を
低
め
と
く
に
利
益
を
「
適
正
」
度
に
抑
制
し
結
果
と
し
て
独
占
の
コ
ス
ト
を
引
下
げ
う
る
な
ら
目
、
独
占
自
身
に
よ
る
「
普
及
」

「
指
導
」
を
さ
ま
た
げ
る
理
由
は
な
に
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
言
葉
の
う
え
で
は
「
は
っ
き
り
限
定
」
し
て
い
な
が
ら
、

実
際
上
は
そ
う
で
な
い
理
由
の
一
つ
で
も
あ
る
。

二
つ
め
に
は
、
『
中
小
企
業
の
た
め
の
原
価
計
算
』
ど
う
り
に
か
な
ら
ず
し
も
下
請
を

「
指
導
」
し
て
い
な
い
独
自
の
方
式
に
よ
る
独
占
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
本
部
方
式
と
そ
う
大
き
な
ひ
ら
き
の
あ
る
も
の



で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ
て
本
部
の
そ
れ
に
切
り
か
え
る
こ
と
は
困
難
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
二
つ
に
は
、
本
部
方
式
に
「
準
拠
」

し
て
い
る
か
否
か
の
「
判
定
」
権
が
独
占
の
側
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、

『
基
準
』

の
本
質
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
核
心
的
部
分
に
移
ろ
う
。

つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
「
第
二
に
注
意
さ
る
べ
き
点
は
、

と
の

基
準
が
、
い
わ
ゆ
る
利
潤
統
制
な
い
し
利
潤
抑
庄
の
企
図
ビ
よ
る
も
の
で
な
い
と
と
で
あ
る
。

企
業
の
寄
与
分
と
し
て
の
適
正
な
利
潤
が
、
企
業
の
健
全
な
存
在
と
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
観
点
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ

こ
の
基
準
は
、

む
し
ろ
、

社
会
に
対
す
る

る
(
可
基
準
』
一
ペ
ー
ジ

1
4
一
ペ
ー
ジ

|
1傍
点
筆
者
)
」

と

こ
こ
で
批
判
す
べ
き
問
題
は
叙
述
の
う
え
で
は
こ
つ
に
わ
け
ら
れ
る
。

第

は
「
利
潤
統
制
」
を
意
図
し
な
い
と
積
極
的
に
主
張
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
「
適
正
利
益
」
の
内
容
を
や
や
具
体
的
に
示
し
た
こ
と
で

あ
る
。
後
者
に
は
「
適
正
利
益
」
の
背
景
そ
な
す
根
本
的
思
想
が
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
よ
り
重
要
で
あ
る
。

と
は
い
え
、

「
適
正
利

益
」
と
い
う
口
実
に
よ
っ
て
実
質
的
「
利
潤
統
制
」
を
狙
う
と
い
う
関
係
で
、
両
者
は
本
来
一
つ
の
批
判
対
象
た
る
こ
と
そ
予
め
断
っ
て

お
こ
〉
つ
。

第
一
の
問
題
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
外
国
の
こ
と
は
さ
て
お
き
、
通
常
「
利
潤
統
制
」
と
い
う
と
き
、

だ
れ
も
が
想
起
す
る
の
は
、
戦
時

中
に
法
的
強
制
力
を
も
っ
た
そ
れ
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
勅
令
第
七

O
七
号
「
軍
需
品
工
場
事
業
場
検
査
令
(
昭
和
十
四
年
十
月
十
六

に
も
と
づ
く
陸
軍
省
令
第
五
三
号
「
嘩
需
品
工
場
検
査
令
施
行
細
則
」
お
上
び
「
陸
軍
々
一
需
品
工
場
事
業
場
原
価
計
算
要
綱
(
同
年

十
月
十
九
日
)
」
・
「
軍
需
工
業
適
正
利
潤
率
算
定
要
領
」
(
「
要
綱
」
に
も
と
づ
き
算
定
し
た
原
価
に
一
定
の
利
益
そ
附
加
す
る
基
準
〉
で
あ

り
、
こ
れ
ら
が
「
統
制
」
を

h

つ
け
る
利
益
の
算
定
基
礎
と
し
て
の
原
価
の
内
容
・
範
固
な
ら
び
に
利
益
自
体
を
規
制
し
た
わ
け
で
あ
る
。

日)」
そ
し
て
目
的
は
、
戦
時
に
お
け
る
「
低
物
価
と
生
産
力
拡
充
と
の
調
和
」
に
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
内
容
・
方
法
を
『
基
準
』
の
そ

れ
と
細
部
に
わ
た
っ
て
比
較
す
る
と
き
、
そ
と
に
お
お
く
の
類
似
性
を
発
見
す
る
と
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
た
だ

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
合
一
)

。



中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
合
一
)

0 
四

ち
に
『
基
準
』
が
「
利
潤
統
制
」
を
企
図
し
て
い
る
と
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
戦
時
の
利
潤
統
制
(
以
下
「
統
制
令
」
と
す
る
〉

だ
け
が

「
利
潤
統
制
な
い
し
利
潤
抑
制
を
企
図
」
す
る
も
の
と
か
ぎ
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、

「
統
制
令
」

と
の
ち
が
い
そ
明
ら
か
に
し
な

が
ら
、
そ
の
な
か
で
「
基
準
』
の
性
格
を
み
よ
う
。
ま
ず
、
明
ら
か
に
異
る
点
は
、

『
基
準
』
が
軍
国
主
義
下
の
統
制
経
済
そ
背
景
と
し

た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ぞ
の
た
め
、
「
統
制
令
」
は
、
戦
時
イ
ン
フ
レ
の
抑
制
と
軍
需
生
産
力
の
拡
大
と
い
う
目
的
を

も
ち
し
か
も
法
的
強
制
力
を
も
っ
て
い
た
。
だ
が
『
基
準
」
で
は
も
っ
ぱ
ら
「
不
当
廉
売
、
過
当
競
争
の
防
止
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
「
こ
の
基
準
が
官
公
庁
、
業
界
そ
の
他
の
関
係
方
面
に
お
い
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
参
酌
さ
れ
る
と
と
を
熱
望
し
て
や
ま
な
い

〈
『
基
準
』

一
一
ペ
ー
ジ
ど
と
し
て
法
的
強
制
力
は
も
っ
て
い
な
い
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

さ
ら
に
決
定
的
に
ち
が
う
点
は
、
「
統
制
令
」
が
形
式

上
は
軍
需
独
占
資
本
な
ら
び
に
中
小
資
本
(
独
占
の
下
請
・
「
協
力
工
場
」
)
の
双
方
の
利
益
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
な
が
ら
、
実
質
上
は
独

占
そ
主
要
対
象
と
し
そ
れ
に
奉
仕
し
た
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
軍
需
品
の
大
部
分
を
受
理
す
る
独
占
に
巨
額
の
独
占
利
潤
を
保
証
し
、

他
方
で
中
小
は
独
占
の
下
請
工
場
、
な
い
し
一
般
消
費
物
資
の
生
産
分
野
で
生
き
る
こ
と
に
よ
り
実
際
上
は
適
用
除
外
に
ち
か
か
っ
た
と
み

て
よ
い
。
そ
の
こ
と
は
消
費
物
資
の
原
価
計
算
上
は
支
払
利
子
の
算
入
を
認
め
な
い
で
、
お
い
て
軍
需
品
に
つ
い
て
は
承
認
し
て
い
た
点
に

よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
低
物
価
政
策
目
的
は
中
小
と
一
般
消
資
者
大
衆
に
た
い
し
犠
牲
的
に
適
用
さ
れ
、
か
た
わ
ら
独
占
利
潤
の

一
言
で
い
え
ば
、
「
統
制
令
」
で
は
な
く
グ
独
占
利
潤
保
証
令
。
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、

ζ

れ
に

確
保
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

た
い
し
『
基
準
』
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
実
際
に
下
請
・
中
小
企
業
だ
け
を
直
接
的
対
象
と
し
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
独
占
に
た
い
す

る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
も
中
小
に
豊
か
な
利
益
そ
保
証
す
る
も
の
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、

さ
き
の
法
的
強
制
力
も
附
与
さ
れ
て
い
な
い

点
で
あ
る
が
、

そ
の
こ
と
は
実
質
上
の
強
制
力
を
欠
く
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
中
小
に
た
い
す
る
現
実
の
強
制
力
は
、
原
価
や
下
請
単
価

の
絶
え
ざ
る
切
下
げ
強
行
や
容
赦
な
い
下
請
打
切
り
と
し
て
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
現
実
の
う
え
に
、

『
基
準
』

と
い
う
統
一
的
制
度



の
つ
け
く
わ
わ
る
こ
と
は
、
さ
ら
に
強
制
の
一
般
的
口
実
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
た
、
「
統
制
令
」
で
は
形
式
上
独
占
も
中
小
も
一
様
に
対
象
と
さ
れ
た
の
に
た
い
し
、
『
基
準
』
で
は
、
形
式
的
に
も
実
質
的
に
も
中

小
だ
け
と
し
、

さ
ら
に
そ
の
中
小
の
う
ち
の
一
定
部
分
に
限
定
し
て
い
る
。
こ
の
限
定
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
多
少

ふ
れ
て
お
い
た
が
、
こ
こ
で
総
括
的
に
と
り
あ
げ
よ
う
。
き
わ
め
て
圧
縮
し
た
表
現
を
と
る
な
ら
ば
、
こ
の
限
定
部
分
は
独
占
に
と
っ
て

最
重
要
部
分
で
あ
り
独
占
が
な
に
よ
り
も
ま
ず
集
中
的
に
お
さ
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
部
分
マ
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
最
重
要
部
分
な
の

か
。
第
一
に
、
独
占
が
そ
の
「
契
約
相
手
方
」
と
す
る
下
請
・
中
小
部
分
に
つ
い
て
み
よ
う
。

一
般
的
に
い
う
な
ら
ば
と
う
ぜ
ん
な
が
ら

一
万
方
独
占
が
こ
の
部
分
に
た
い
し
直
接
的
な
収
奪
関
係
を
も
っ
た
め
だ
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
中
小
の
原
価
念
、
計
算
セ
ン
タ
ー
と
「
量一

産
・
同
期
化
方
式
」
の
結
合
的
適
用
に
上
っ
て
、
な
お
ダ
ウ
ン
す
る
余
地
主
み
ず
か
ら
に
お
け
る
よ
り
も
お
お
く
の
こ
し
、
他
方
で
調
達

価
格
に
ふ
く
め
ら
れ
る
中
小
の
利
益
そ
独
占
よ
り
相
対
的
に
低
い
「
平
均
的
」
水
準
に
抑
圧
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
決
定
的
な
理

由
は
、

こ
の
相
対
的
に
低
い
利
益
に
と
ど
め
う
る
条
件
が
中
小
自
身
の
な
か
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
条
件
は
中
小
の
資
本
田

転
率
で
あ
る
。

の
ち
に
詳
し
く
分
析
す
る
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
「
官
会
庁
」
に
納
入
す
る
中
小
部
分
に
つ
い
て
み
よ
う
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
『
基
準
』
の
目
的
批
判
の
「
第
一
二
」
の
と

こ
ろ
で
、

お
お
ま
か
に
指
摘
し
て
お
い
た
。

つ
ま
り
「
官
公
庁
L

は
、
独
占
商
品
の
広
大
な
市
場
で
あ
り
、
中
小
に
よ
っ
た
お
か
さ
れ
な

い
か
お
か
さ
れ
て
も
極
力
軽
度
に
と
ど
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
占
利
潤
の
ブ
ー
ル
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
の
、

中
小
の
納
入
時
に
お
け
る
利
益
抑
制
方
法
は
の
ち
に
詳
し
く
み
る
と
し
、
こ
こ
で
は
、
他
面
で
独
占
が
、
原
価
計
算
の
機
構
を
つ
う
じ
て

も
、
い
か
に
相
対
的
に
不
当
に
巨
額
の
独
占
利
潤
を
「
官
公
庁
」
か
ら
吸
い
あ
げ
る
パ
イ
プ
を
も
っ
て
い
る
か
を
示
し
て
お
と
う
。
「
原

そ
こ
で
考
え
る
「
原
価
計
算
制
度
」
の
目
的
に
は
形
式
的
に
「
価
格
形
成
目
的
」
を
ふ
く
め
て
は
い
な
い
。
こ
れ
は

価
計
算
基
準
」
は
、

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
(
二
)

一O
五



中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
(
二
〉

一O
六

再
三
指
摘
し
て
き
た
と
う
り
で
あ
る
。
だ
が
「
原
価
計
算
基
準
」
の
第
一
章
の
さ
い
し
ょ
に
「
原
価
計
算
の
目
的
」
と
し
て
「
価
格
計
算
」

目
的
を
い
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
「
原
価
計
算
塞
準
」
が

「
価
格
計
算
」

目
的
を
排
除
し
て
い
る
と
い
う
理
解
を
一
般
に
あ
た

こ
に
は
、

T
は
「
原
価
計
算
基
準
」
の
全
文
の
冒
頭
に
な
ぜ
「
価
格
計
算
」
巨
射
を
わ
ざ
わ
ざ
い
れ
て
い
る
の
か
。
そ

い
ろ
い
ろ
の
解
釈
が
な
り
た
ち
う
る
が
、
大
事
な
こ
と
は
あ
る
ば
あ
い
(
後
述
〉
に
は
実
質
的
に
「
価
格
計
算
」
目
的
に
役
立

え
て
い
る
根
拠
で
も
あ
る
。

た
し
め
る
余
地
を
の
こ
し
て
お
く
た
め
で
あ
る
。

ど
う
し
て
そ
れ
が
で
き
る
か
。

「
大
蔵
事
務
官
と
し
て
:
・
:
・
企
業
会
計
審
議
会
第
四

価
計
算
制
度
に
お
け
る
財
務
会
計
目
的
、
原
価
管
理
目
的
、
予
算
編
成
・
統
制
目
的
な
る
三
目
的
の
ほ
か
に
、

度
と
し
て
の
原
価
計
算
か
ら
も
原
価
情
報
の
提
供
を
う
け
る
場
合
も
あ
る
〈
黒
木
正
憲
氏
著
『
原
価
計
算
基
準
と
そ
の
解
説
』
昭
和
三
七
年
・
七

部
会
(
原
価
計
算
基
準
部
会
〉
に
お
け
る
原
案
の
作
成
、
小
委
員
会
に
お
け
る
審
議
に
終
始
一
貫
し
て
参
加
し
た
」
黒
木
正
憲
氏
は
、
原

「
価
格
計
算
目
的
は
、
制

二
ペ
ー
ジ
)
」
と
し
て
、
一
定
の
「
場
合
」
を
予
定
し
て
お
ら
れ
る
。
「
第
四
部
会
長
L

み
ず
か
ら
こ
の
「
解
説
」
書
を
「
原
価
計
算
基
準
に

関
す
る
解
説
書
と
し
て
信
頼
し
う
る
も
の
の
一
つ
で
あ
り
:
:
:
:
も
っ
と
も
権
威
あ
る
も
の
」
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
書
に
よ
れ
ば

「j
i
-
-
-
政
府
調
達
物
資
の
価
拾
の
決
定
な
ど
が
行
な
わ
れ
る
場
合
に
も
、
こ
の
(
原
価
計
算
)
基
準
が
充
分
に
し
ん
酌
さ
れ
る
と
と
が

要
望
さ
れ
る
(
県
木
氏
前
掲
書
六
九
ペ
ー
ジ
ど
と
い
う
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
「
原
価
計
算
基
準
」
の
み
な
ら
ず
「
原
価
計
算
制
度
」
ま
で
が

「
政
府
調
達
物
資
の
価
格
決
定
」
に
さ
い
し
て
適
用
さ
れ
う
る
こ
と
が
「
権
威
」
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
「
価
格
し
の

算
定
基
礎
と
な
る
原
価
で
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
要
問
題
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
と
こ
で
の
主
題
で
な
い
の
で
省
略
す
る
が
、
少
く
と

も
、
中
小
の
ば
あ
い
は
後
述
の
よ
う
に
『
基
準
』
に
よ
っ
て
相
対
的
に
不
利
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

つ
い
で
、

こ
の
原
価
に

「
適
正
な
利
益
」

(
こ
れ
を
抑
制
す
る
制
度
は
な
い
)

が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
独
占
商
品
の
調
達
価
格
が
形
成
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
の
価
格
は
本
質
的
に
独
占
価
格
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
以
上
に
よ
っ
て
、

『
基
準
』
は
、

中
小
の
原
価
と
利
益
の
両



要
素
に
わ
た
り
、
独
占
の
た
め
に
、

こ
れ
ら
を
統
制
せ
ざ
る
を
え
な
い
客
観
的
条
件
に
あ
る
こ
と
を
知
り
え
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要

素
を
ど
の
よ
う
に
し
て
統
制
す
る
の
か
。
原
価
に
か
ん
し
て
は
、
個
々
の
企
業
に
つ
い
て
独
占
が
き
び
し
く
直
接
的
に
お
こ
な
う
も
の
で

あ
り
、
現
実
に
も
、

日
産
独
占
に
お
け
る
ご
と
く
、
そ
う
で
あ
る
。
他
面
、
利
益
に
つ
い
て
は
、
原
価
能
率
と
無
関
係
な
、

不
利
な
「
平

均
的
」
数
字
と
し
て
原
価
に
附
加
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
戦
時
「
統
制
令
」
が
直
接
的
な
グ
独
占
利
潤
保
証
令
グ
で
あ
っ
た
の
に

た
い
し
、

『
基
準
』

は
、
独
占
に
と
っ
て
「
最
重
要
部
分
」
た
る
中
小
だ
け
に
つ
い
て
の
「
統
制
」
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
'
し
た
が

を
意
図
し
て
い
る
か
否
を
論
ず
る
さ
い
、
ぞ
の
「
統
制
」
の
技
術
的
内
容
だ
け
に
限
定
し
て
い
て
は

「
利
潤
統
制
」

っ
て
、
『
基
準
』
が

「
統
制
」
の
性
格
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
明
ら
か
と
な
ら
な
い
。

い
わ
ば
国
家
独
占
資
本
主
義
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
、
独
占
の
中
小

に
た
い
す
る
直
接
・
間
接
(
国
家
機
関
の
介
入
〉
の
要
求
関
係
の
な
か
で
と
ら
え
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、

時寸

統

制
」
機
能
の
分
析
を
軽
視
せ
よ
と
い
う
の
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
う
し
た
観
点
に
た
っ
て
は
じ
め
て
「
統
制
」
機
能
の
本
質

的
分
析
が
可
能
と
な
る
と
考
え
る
。
そ
の
ゆ
え
に
、

わ
れ
わ
れ
は
、

の
ち
に
、
独
占
と
中
小
と
の
対
比
に
お
い
て
「
適
正
利
益
」
の
算
定

上
不
当
に
「
統
制
」
機
能
の
働
い
て
い
る
こ
と
を
具
体
的
に
分
析
す
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
『
基
準
』
の
「
核
心
的
部
分
」
の
う
ち
第
=
の
個
所
に
す
す
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
「
社
会
に
対
す
る
企
業
の
寄
与
分
と

し
て
の
適
正
な
利
潤
が
、
企
業
の
健
全
な
存
在
と
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
章
だ
け
か
ら
し

で
も
「
適
正
利
益
」
の
「
思
想
的
背
景
」
に
つ
い
て
あ
か
て
い
ど
見
当
を
つ
け
ら
れ
な
い
と
と
は
な
い
。
し
か
し
、
批
判
的
理
解
の
た
め

に
は
、
す
べ
て
の
ば
あ
い
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
『
基
準
』
の
精
神
と
一
致
し
て
い
る
客
観
的
な
文
章
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
補
う
必
要
が

あ
る
。
そ
の
文
章
は
、
『
基
準
』
を
作
成
し
た
日
本
生
産
性
本
部
・
中
小
企
業
原
価
計
算
委
員
会
の
委
員
長
(
中
西
寅
雄
氏
)

の
論
文
「
経

営
の
社
会
性
と
利
潤
性
l
|新
ら
し
い
経
営
理
念
の
指
向
す
る
も
の
i
l
(『
生
産
性
』
誌
・
昭
和
三
八
年
九
月
号
所
収
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
v

一C
七



中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
〉

一O
λ

い
わ
ば
、
『
基
準
』
を
生
み
だ
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
基
礎
と
し
て
の

「
新
経
営
理
念
」
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
理
念

は
、
『
基
準
』
に
か
ん
し
て
の
み
の
問
題
で
は
な
く
て
、

と
く
に
近
年
わ
が
国
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
労
資
聞
の
矛
盾
「
解
決
」
を
契
機
に

模
索
し
て
い
る
「
経
営
哲
学
」
で
あ
り
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
き
わ
だ
っ
た
傾
向
を
示
す
に
い
た
っ
た

の
は
、

p
・
ド
ラ
ヅ
カ
l
の
思
考
が
輸
入
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
そ
の
一
般
的
分
析
を
お
こ
な
う
余
裕
は
な

ぃ
。
た
だ
ち
に
、
中
西
氏
の
見
解
を
き
こ
う
。

ま
ず
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
前
お
き
さ
れ
る
。
自
分
は
一

O
年
前
に
学
会
で
経
営
の
社
会
性
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
実
業
家

か
ら
は
。
そ
れ
で
は
困
る
、
経
営
者
は
な
に
も
遠
慮
し
な
い
で
利
潤
追
求
し
た
ら
よ
い
の
だ
。
と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
ご
数
年
た

っ
て
石
坂
経
団
連
会
長
を
中
心
と
す
る
ト
?
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
か
え
っ
て
き
た
と
た
ん
に
、
「
今
後
に
お
け
る
経
営

者
は
、
経
営
の
社
会
性
を
ま
ず
第
一
に
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
」
と
さ
か
ん
に
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
社
会
性
と
利
潤
性

に
つ
い
て
迷
い
が
ま
だ
の
こ
っ
て
お
り
経
営
学
者
と
し
て
真
剣
に
考
え
る
べ
き
重
要
問
題
だ
と
。
こ
の
要
旨
は
、
わ
が
国
の
経
営
者
意
識

が
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
も
と
に
お
け
る
体
制
的
危
機
意
識
を
基
礎
と
す
る
企
業
の
「
社
会
的
責
畳
」
(
資
本
主
義
体
制
維
持
の
た
め
企
業

を
「
永
久
的
に
存
続
さ
せ
る
責
任
」
)
感
よ
り
も
、

か
な
り
た
ち
お
く
れ
て
い
る
こ
と

(
『
新
聞
』
《
昭
和
三
八
年
十
月
七
日
号
》
に
示
さ
れ
た
実
態

参
照
)
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
新
経
営
理
念
」
の
主
た
る
内
容
を
な
す
も
の
が
危
機
の
産
物
で
あ
る
こ
と
は
、

さ
す
が
中
西

氏
の
以
下
の
主
張
に
も
、
客
観
的
に
は
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

う
よ
う
な
こ
と
は
、

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
(
同
氏
前
掲
稿
四
0
ペ
ー
ジ
ど
と
し
て
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、

つ
ま
り
「
自
由
競
争
の
は
な
や
か
な
り
し
時
代
に
は
、
経
営
の
社
会
性
と
い

一
九
二

0
年
代
以
降
の
シ
ュ
マ

ー
レ
ン
パ
ッ
ハ
〈
利
益
は
社
会
共
同
体
の
富
の
増
進
度
の
測
定
手
段
)
を
は
じ
め
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、

ニ
γ

グ
リ
ッ
シ
ュ
を
あ
げ
、

ア
メ
リ
カ

で
の
展
開
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
一
九
二

0
年
代
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
は
衆
知
の
フ
ォ
ー
ド
の
考
え
方
(
大
量
生
産
に
よ
り
消
費
者



に
一
ド
安
い
」
商
品
を
奉
仕
↓
需
要
増
大
↓
企
業
利
瓶
の
増
大
と
労
賃
の
上
昇
〉
と
そ
砂
ネ
オ
と
い
わ
れ
る

P
・
ド
ラ
ゲ
カ
I
C
主
張
に
い
た

る
。
彼
の
い
う
新
理
念
の
基
底
的
部
分
で
あ
る
体
制
維
持
意
識
に
つ
い
て
は
、

。
社
会
の
王
様
と
し
て
消
費
者
に
「
安
い
」
商
品
を
奉
仕

(
目
的
)
し
そ
の
度
合
に
お
う
じ
て
企
業
利
潤
(
結
果
)
を
う
る
h
q

と
し
て
、

は
っ
き
り
と
は
指
摘
さ
れ
な
い
が
、

日
そ本
れで
がも

葉、の
、ょ

う
に
「
企
業
家
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、

的
す
う
勢
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
」
と
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
企
業
は
、

社
会
性
と
い
う
こ
と
を
い
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
は
」
、

一
方
で
一
組
織
体
と
し
て
の
社
会
(
資
本
主
義
国
民
経
済
)
の
発

展
に
寄
与
す
る
目
的
(
社
会
的
責
任
〉
を
も
ち
、
他
方
で
自
己
維
持
の
利
潤
追
求
目
的
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
両
者
の
「
関
係
は
同
時

的
存
在
関
係
」
で
あ
り
「
社
会
的
目
的
は
そ
の
(
企
業
経
営
の
〉
前
提
条
件
で
あ
り
」
、
「
前
提
条
件
を
無
視
し
て
自
己
を
存
続
・
j
i
-
-す

る
乙
と
は
で
き
な
い
」
。

か
く
て
「
社
会
性
と
利
潤
性
と
は
少
し
も
矛
盾
す
る
と
と
で
は
な
い
(
同
氏
前
掲
稿
四
三
ペ
ー
ジ
)
」
。
ま
た
、
ヲ・

ιー

ん
に
ち
の
「
利
潤
の
本
質
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
(
日
「
国
民
経
済
の
発
展
」
、
「
社
会
的
責
任
」
の
達
成
)
に
対
す
る
報
酬
に
ほ
か
な
ら
な

い
」
と
し
て
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
と
お
な
じ
考
え
に
た
つ
こ
と
を
明
ら
か
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
抽
象
的
観
念
論
に
よ
っ
て
し
て
は
二
九
五

O

年
以
降
の
現
実
の
「
社
会
性
」
と
「
利
潤
性
」
の
矛
盾
は
と
う
て
い
説
明
で
き
な
い
が
、
そ
の
事
実
を
い
ま
さ
ら
こ
こ
で
述
べ
る
余
裕
は

な
い
。
た
だ
重
要
な
こ
と
は
、

こ
の
考
え
方
を
ド
ラ
ッ
カ
ー
と
お
な
じ
よ
う
に
労
資
関
係
に
ま
で
適
用
し
、
資
本
家
、
「
専
門
経
営
者
」
、

労
働
者
が
そ
の
「
社
会
的
責
任
」
を
果
す
た
め
に
、
三
者
聞
の
「
調
整
」
に
お
い
て
利
潤
分
配
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
「
調
整
」
的
分
配
の
基
礎
と
し
て
「
生
産
性
」
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
測
定
問
題
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
述
べ
ら
れ
た
う
え

で
、
け
っ
き
ょ
く
、
「
相
当
長
期
間
に
わ
た
る
経
験
事
実
か
ら
、

一
定
の
率
と
い
う
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
と
、
そ
れ
は
、

多
く
の
人
た
ち
か
ら
見
て
、
公
正
妥
当
と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
理
論
的
に
公
正
な
分
配
と
い
う
こ

と
を
実
際
に
は
ど
う
な
る
か
を
具
体
的
に
計
算
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
現
実
的
な
経
験
事
実
か
ら
、
異
常
な
事
実
を
取
り
除
い
て
正
常
的
な

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)

一O
九



中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
(
二
)

。

も
の
を
と
ら
え
る
以
外
に
あ
り
え
な
い

(
同
氏
前
掲
稿
四
七
ペ
ー
ジ
ど
と
い
う
結
論
に
達
せ
ら
れ
る
。

ど
う
や
ら
、
『
基
準
』
に
お
け
る
「
適
正
な
利
潤
」
概
念
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
ぞ
れ
は
、
「
社
会
に
対
す
る
企
業
の
寄

与
分
」
で
あ
り
、
「
企
業
の
健
全
な
存
在
と
発
展
の
た
め
に
不
可
欠
」
な
も
の
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、

ド
ラ
ッ
カ
ー
と
お
な
じ
く
中
西
氏

の
い
わ
れ
る
、
企
業
の
「
社
会
性
」
と
「
利
潤
性
」
と
の
「
統
ご
的
観
点
に
た
つ
ば
あ
い
の
、
企
業
へ
の
分
配
分
で
あ
る
と
い
う
と
と

一
定
の
率
」
と
し
て
「
公
正
妥
当
」

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
具
体
的
な
計
算
」
方
法
は
、

「
相
当
長
期
間
に
わ
た
る
経
験
事
実
か
ら
、

な
も
の
を
算
出
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、

『
基
準
』
の
「
適
正
な
利
潤
」
と
は

労
資
問
に
つ
い
て
問
題
と
し
て

い
る
も
の
で
は
な
く
、
独
占
・
「
官
公
庁
」
と
中
小
と
の
間
の
と
り
分
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
公
正
妥
当
な
利
潤
」
お
よ
び
「
適
正
利
益
」

に
お
け
る
「
利
潤
」
な
い
し
「
利
益
」
は
と
も
に
、

ド
ラ
ッ
カ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
新
経
営
理
念
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
を
背
景
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
わ
り
な
い
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
理
解
し
た
。
そ
し
て
、

『
基
準
』

の
「
適
正
利
益
」
ヒ
つ

い
て
も
、
過
去
の
数
字
か
ら
「
統
計
的
」
平
均
値
を
だ
し
、
「
異
常
な
事
実
」
を
排
除
し
て
、
「
適
正
附
加
利
益
率
」
と
す
る
と
い
う
基
本

思
考
の
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
思
想
に
も
と
づ
く
方
法
に
よ
っ
て
果
し
て
「
適
正
」
な
も
の
が
計
算
で
き
る
か
否
か
具

体
的
・
現
実
的
視
点
か
ら
検
討
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

か
く
て
『
基
準
』
の
内
容
に
た
ち
い
る
段
取
り
と
な
っ
た
。
そ
の
さ
い
、

す
で
に
本
項
の
さ
い
し
ょ
に
あ
げ
た
理
由
か
ら
、

「
も
っ
と

も
主
要
な
内
容
」
に
限
定
す
る
。
そ
れ
は
つ
ぎ
の
文
章
か
ら
は
じ
ま
る
。
「
適
正
附
加
利
益
率
は
、

原
則
と
し
て
、

自
己
資
本
利
益
率
法

に
よ
っ
て
算
定
す
る
。

た
だ
し
、
必
要
あ
れ
ば
、
総
資
本
利
益
率
法
に
よ
っ
て
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
(
『
基
準
』
三
三
ペ
ー
ジ
ご
と
。

こ
こ
に
、
原
則
と
し
て
で
あ
れ
、

こ
と
さ
ら
自
己
資
本
利
益
率
法
に
か
ぎ
っ
て
い
る
こ
と
が
一
つ
の
問
題
で
は
あ
る
が
、

ま
ず
、

と
の
方

法
の
具
体
的
手
続
を
み
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
つ
ぎ
の
順
序
で
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
。
「
⑨

ま
ず
、
標
準
自
己
資
本
(
利
子
除
外
)
利
益



(企業規制j・年度別・業種別の総資本利益)
率・自己資本利益率・総資本回転率比較表

1年度(酬明器!由!(年司討課程式

1 33年〈上期)! ι50! 13.041 0.7811 i 33年(上期)， 4.021 26.891 0.98 
大 11 大

! 34年〈上期)1 5.96， 17.42 0.8111 動 34年(上期)I 5.531 33.451 1.08 

企 i36年 5.901 22.30! 1. 00:1 企， 36年 7.40! -1 1. 00 

I ;;~ ;:;~I ~~:;~I ~:~~II 車 I~ 守(上) t ~: ;~: 32. 901 ~:~; : 37年 4.401 16.201 1.001 '37~ (JJIJl) 1 6.60， 32.901 1.01 
業 1 11 業 1

l ! 1 製ゾs阿上期)1 山

中:3鈎3年 5.511 21凶吋1.82 造 中 13鉛3年 4.991 2鈎3.5坊61 1. 71 

小 ;比34年 7.421 3幻2.4必叫41 1.9611 小 |比34年 8乱:.391 37.7ι干冗州41 1. 6郎B 

I 36~ 1 6.901 24.001 1.70!1 業 JEI 36~ 1 13.301 43.901 企 136年 1 6.90! 24.001 1. 70~1 ! JE 年 !13.301 43.901 

業 |37年 1 5叫川 1叫 |引 37年 1 10.00 叫 1.60 

〔註J
①日銀統計局『昭和37年度・視模別企業経営分析j. ~昭和38年度・主要企業経営分析~， ~開和37年度・中
小企業経営分析~， "昭和34年度上期・主主喜企業経営分析ム 『昭和34年度分・中小企業経営分析』の各
書より関係数字を抽出して綜合表示した。~基準よはこれらの数字を「原則」として採用するよう規定し
ているからである。

②「大企業」は労働者数300人以上， I中小企業」は300人以下。
③『昭和37年度・中小企業経営分析』には， I中小企業」の「自動車製造業」項員がなく，1:.れをふ〈む「輸

送用機械器具製造業』項目から抽出した。
③未発表年度その他の年度の数字はこんど補充するが，己己数年来の傾南を知るうえで.おおきな問題とは

ならないであろう。

全

製

造

業

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
(
二
)

率
を
計
算
し
、
次
に
こ
れ
を
総
資
本
(
利
子
除
外
)
利
益
率
に

換
算
す
る
。
⑥

標
準
利
子
率
を
計
算
し
、
次
に
こ
れ
を
総
資

本
利
子
率
に
換
算
す
る
。
@

総
資
本
(
利
子
除
外
)
利
益
率

と
総
資
本
利
子
率
と
を
合
計
し
て
、
総
資
本
利
益
率
を
計
算
す

る
。
@

総
資
本
利
益
率
を
総
資
本
回
転
率
で
除
し
て
、
適
正

附
加
利
益
率
を
算
定
す
る
(
『
基
準
』
一
一
一
三
ペ
ー
ジ
。

引
用
文
中
の

丸
括
弧
は
理
解
さ
れ
や
す
く
す
る
た
め
に
筆
者
が
つ
け
た
も
の
で
、
以

下
お
な
じ
)
」
。
@
と
⑥
に
お
け
る
「
標
準
」
と
い
う
言
葉
は
一

定
の
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
あ
と
で
考
慮
に

い
れ
る
と
し
て
、

ま
ず
、
⑧
の
手
続
を
み
よ
う
。

つ
ま
り
「
自

己
資
本
(
利
子
除
外
)
利
益
率
を
算
定
」
す
る
と
し
て
「
原
則
」

と
し
て
の
自
己
資
本
利
益
率
法
を
と
り
あ
げ
る
。
そ
の
理
解
の

手
が
か
り
を
え
て
お
く
た
め
に
、
他
方
で
排
除
さ
れ
た
総
資
本

利
益
率
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
「
企
業
規
模
別
・
年
度

別
・
業
種
別
の
総
資
本
利
益
率
・
自
己
資
本
利
益
率
・
総
資
本

回
転
率
比
較
表
」
含
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
に
よ
る
と

「
全
製
造
業
」
の
総
資
本
利
益
率
は
「
中
小
企
業
」
の
方
が
ど



中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
今
一
)

の
年
度
も
わ
ず
か
(
一

μ
強
〉
な
が
ら
高
く
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
稿
に
お
け
る
諸
問
題
点
を
集
約
的
に
表
現
し
て
お
り
し
た
が

っ
て
ま
た
注
目
し
て
き
た
「
自
動
車
製
造
業
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
三
三
年
上
期
の
「
中
小
企
業
」
一
%
高
を
除
け
ば
、
す
べ
て
「
中
小
企

業
」
の
方
が
約
四

t
五
%
の
高
率
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、

た
ん
に
総
資
本
利
益
率
化
よ
っ
て
で
は
な
く
、
『
基
準
』
で
い
、
っ
「
総
資
本
利

益
率
法
」
に
つ
い
て
比
較
す
る
と
ど
う
な
る
か
。
わ
が
山
口
氏
の
『
試
算
』
(
前
掲
・
日
銀
統
計
局
『
昭
和
三
七
年
度
上
期
・
主
要
企
業
経
営
分

析
』
お
よ
び

『
昭
和
三
六
年
度
・
中
小
企
業
経
営
分
析
』
に
よ
っ
て
お
ら
れ
る
)

に
よ
れ
ば
、

「
標
準
総
資
本
利
益
率
(
こ
れ
は
「
総
資
本
利
益
率

法
」
に
お
け
る
一
つ
の
「
計
算
基
礎
」
比
率
)
」
は
「
大
企
業
」
で
約
九
・
四
O
%
「
中
小
企
業
」
が
約
一
一
・
一
六
Mm
と
な
り
、

や
は
り
「
中

小
企
業
」
の
方
が
一
・
七
六
%
高
と
な
り
、

し
か
も
皮
肉
に
も
わ
れ
わ
れ
の
「
此
較
表
」
の
比
率
よ
り
や
や
胃
く
な
る
(
『
試
算
』

一
二
九

ベ
!
ジ
お
よ
び
一
四
八
ペ
ー
ジ
参
照
)
。

独
占
と
中
小
の
差
が
一
・
七
六
%
で
は
文
句
を
い
わ
な
い
中
小
企
業
家
も
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
だ

が
ま
っ
て
も
ら
い
た
い
。
実
は
、
「
総
資
本
利
益
率
法
」
に
よ
っ
て
「
適
正
附
加
利
益
率
」
を
算
出
す
る
に
は
、

こ
の

「
標
準
総
資
本
利

益
率
」
を
「
総
資
本
回
転
率
」
に
よ
り
割
る
わ
け
で
あ
る
(
『
基
準
』
三
七
ペ
ー
ジ
以
下
)
が
、
「
比
較
表
」
か
ら
も
し
れ
る
よ
う
に
、
現
実
の

独
占
と
中
小
の
回
転
率
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぽ
年
一
回
転
と
二
回
転
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
回
転
率
の
も
と
で
の
「
適
主
附
加
利
益
率
」

中を
ィ、 I[J
は口
約、氏
四、に
%、算
の出
不し
当て
ない
利た
益だ
差く
をと
てコ

け
ら
れ
る

独
占
は
九
・
四
O
%
中
小
は
五
・
五
八
%

(
『
試
算
L

一
二
九
ペ
ー
ジ
お
よ
び
一
四
八
ペ
ー
ジ
)
で

で
は
自
己
資
本
利
益
率
を
「
比
較
表
」
に
よ
っ
て
み
よ
う
。
「
全
製
造
業
」
で
は
、

昭
和
三
三
年
と
昭
和
三
四
年
は

「
中
小
企
業
」
の

方
が
は
る
か
に
す
向
い
が
、
昭
和
三
六
年
以
降
「
大
企
業
」

と
の
差
が
ひ
じ
よ
う
に
ち
ぢ
ま
っ
て
く
る
傾
向
に
あ
る

「
白
動
車
製
造
業
」

に
つ
い
て
み
る
と
、
昭
和
一
二
三
年
は
「
中
小
企
業
」
の
方
が
約
三

M
低
く
、
昭
和
三
四
年
に
は
逆
に
一
中
小
企
業
」
が
約
四
%
高
く
な

り
、
昭
和
三
六
年
は
不
明
で
あ
る
が

昭
和
三
七
年
の
僅
差
が
近
年
の
傾
向
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

さ
会
」
の

「
全
製
造
業
」

の
儲
向
と
併



せ
考
え
て
、
自
己
資
本
利
益
率
を
と
る
こ
と
は
、
過
去
に
お
い
て
僅
か
に
中
小
に
有
利
な
年
度
は
あ
っ
た
が
、

こ
ん
ど
有
利
の
度
合
は

年
々
低
下
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

か
り
に
、
『
試
算
』
と
お
な
じ
よ
う
に
、
昭
和
三
七
年
度
だ
け
を
考
意
す
る
と
、
中
小
の
方
が
て
四

%
高
(
「
自
動
車
製
造
業
」
は
0
・
七
%
高
)
で
、
総
資
本
利
益
率
に
よ
る
と
き

(
一
・
二

Oμ
高
〉

よ
り
も
き
わ
め
て
僅
か
な
が
ら
中

小
に
有
利
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て

こ
と
で
は
自
己
資
本
利
益
率
法
の
「
原
則
」
的
採
用
を
中
小
に
た
い
す
る
厚
意
と
う
け
と
っ
て
お
こ

ぅ
。
事
態
は
、

の
ち
に
回
転
率
を
考
慮
に
い
れ
る
と
き
に
は
っ
き
り
し
て
〈
る
。
さ
て
、
自
己
資
本
利
益
率
法
で
は
、
棺
準
自
己
資
本

(
利
子
除
外
)
利
益
率
を
算
定
し
こ
れ
を
総
資
本
(
利
子
除
外
)
利
益
率
に
換
算
す
る
と
い
う
。
こ
の
「
換
算
」
ば
ど
ん
な
意
義
を
も
っ

て
い
る
の
か
。
ま
ず
「
換
算
」
方
法
は
つ
ぎ
の
算
式
に
よ
る
と
い
う
(
『
基
準
』
一
ニ
五
ペ
i
ジ)。

そ
こ
で
「
全
製
造
業
」
に
お
け
る
自
己
資

お
均
株
(
さ
山
下
一
好
守
ナ
)
ぎ
臥
M

初
日
羽
目
鴨
E
印
刷
州
勢
(
当
」
ポ
一
好
守
チ
)
浬
除
機

x
E
日
均
株
譲
海
汗
憐

回
目
減
品
円
議
団
神
存
制
H

本
構
成
比
率
を
み
る
と
「
大
企
業
」
と
「
中
小
企
業
」
と
で
は
昭
和
三
六
年
・
三
七
年
と
も
に
後
者
の
方
が
約
七
・
五
%
低
い
(
「
昭
和
三

六
年
・
一
二
七
年
度
の
自
己
資
本
構
成
比
車
表
」
参
照
)
。
し
か
も
、

「
大
企
業
」

の
規
模
が
お
お
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
自
己
資
本
部
分
が
お

お
く
な
り
、

五
、
O
C
O
人
以
上
の
規
模
企
業
と
の
差
は
、

一
六
年
が
八
・
五
%
、

一
七
年
が
九
・
0
%
と
、

ま
す
ま
す
ひ
ら
く
。
こ
の

こ
と
は
、

ト
ヨ
タ
、

同
産
(
自
己
資
本
構
成
比
率
約
五
O
%
)
と
比
べ
る
と
極
端
な
差
と
な
る
。

か
く
て
、

と
の
よ
う
な
低
率
を
標
準
白

己
資
本
(
利
子
除
外
)
利
益
率
に
か
け
合
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
換
算
」
さ
れ
た
総
資
本
(
利
子
除
外
)
利
益
率
は
、

ま
す
ま
す
相
対
的

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)

一
一一一



四

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
(
ニ
)

昭和36・37年度の自己資本構成比率表

30.5 
昭和36年度

(%) 

昭和37年度
(%) 3D.9 

に
低
め
ら
れ
た
比
率
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
、
『
試
智
弁
』
に
よ
る
「
標
準
自
己
資
本
〈
利
子
除

外
)
利
益
率
」
は
、
大
企
業
が
約
二
O
%
、
中
小
企
業
が
約
三
八
%
で
、
中
小
企
業
の
方
が
一
八
%
高

と
な
っ
て
い
る
令
試
算
』
一
一
四
ペ
ー
ジ
お
よ
び
一
一
一
一
一
二
ペ
ー
ジ
Y

わ
れ
わ
れ
の
ば
あ
い
、
こ
の
算
出
を

し
な
か
っ
た
の
は
、
『
試
算
』
者
の
よ
う
な
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
(
『
新
閣
』
沼
和
三
九
年
五
月
十
一
日
口
三
」

を
も
た
な
い
た
め
も
あ
る
が
、

「
標
準
」

の
名
の
も
と
に
規
模
差
を
解
消
す
る
分
析
は
現
実
的
で
な
い

と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ば
と
も
か
く
、
『
試
算
』

の
標
準
比
率
を
採
用
し
て
も
、

自
己
資
本
利

益
率
法
に
よ
る
最
終
手
続
(
@
)
に
お
い
て
、
中
小
が
相
対
的
に
不
利
と
な
る
(
後
述
)
こ
と
に
か
わ

り
は
な
い
。

⑮
の
手
続
で
は
、

ま
ず
標
準
利
子
率
を
計
算
す
る
と
い
う
が
、

そ
れ
は
つ
ぎ
の
算
式
に
よ
っ
て
い

(
川
河
合
語
、
一
咽
て
埜
叫
一
挙
+
洋
惑
い
蓮
如
+
芹
鴎
獄
お
埜
叫
一
挙
蔵
書
)

鶏
犠
述
」
ポ
効
l

i

l

i

-

-

i

l

l

i

t

-

-

1

1

1

-

-

i
劃
劃
耐
u
f
ゆ
+
湘
道
議
出
r

ゆ
+
糊
剣
」
川
宗
盟
中
一
刻
一
+
洋
部

〔
持
活
〕

る
。
こ
の
利
子
率
の
年
度
別
・
規
模
別
の
現
実
を
巽
信
晴
氏
の
作
成
さ
れ
た
次
表
(
巽
信
晴
氏
稿
「
中
小

企
業
金
融
と
経
営
の
近
代
化
」
三
五
六
ペ
ー
ジ
、
竹
内
正
己
氏
編
『
変
貌
す
る
中
小
企
業
』
昭
和
三
九
年
・
所
収
)

に
つ
い
て
み
よ
う
。
た
し
か
に
「
中
小
企
業
」
の
方
が
平
均
二
%
t
三
%
高
い
。

し
か
し
ヤ
ミ
金
利
分

な
ど
を
考
慮
す
る
と
実
質
的
に
は
も
っ
と
高
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。

だ
が
そ
れ
は
問
わ
な
い
で
、

町寸

二Z



年度別・資本金規模別平均借入金利

--- 組曲 1 rh .k ""-"'"" i 
年度¥¥¥|中小企業|大企業

昭和30年 15.1%1 

昭和31年 14.1%1 

昭和32年 1 13.0% 

昭和33年 13.3% 

昭和34年 1 13.2d 

昭和35年| 払問
昭和36年 1 11. 9%1 

昭和[37年 12.8%1 

議
U
F
W岬
M

材
諜
弘
樹
!
述
潜
一
ヰ
シ
'
除
+
財
道
諜
し
戸
ゆ
十
山
仰
剣
中
出
W
盟
叫
一
割
+
洋
部

劃
同
州
im
…
糊
河
川
刑
罰
則
強
引
一
割
品
川
助
命
)

11.8% 

11.1% 

10.9% 

11.2% 

10. 2~合

10.9% 

10.8予告

1 1. 1~昔

ン
ビ
ュ

l
タ

l
」
の
計
算
に
よ
る
「
標
準
利
子
率
」
に
し
た
が
っ
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
大
企

業
が
八
ぺ
中
小
企
業
が
丸
紅
沖
で
、
中
小
の
一

μ
高
で
あ
る
(
『
試
算
』
一
一
四
ペ
ー
ジ
お
よ
び

二
三
二
ペ
ー
ジ
)
。

さ
て
、

こ
の
標
準
利
子
率
が
、

つ
ぎ
の
算
式
に
よ
っ
て
「
総
資
本
利
子
率

に
換
算
」
さ
れ
る
(
司
基
準
』
二
一
六
ペ
ー
ジ
)
。

談
均
株
主
制
・
拠

H
鶏
機
当
ω
H
M初

X
B〉
鴻
斗
阿
議
出
抑
制

こ
こ
に
い
う
情
入
資
本
構
成
率
の
実
数
は
、
さ
き
の
「
昭
和
三
六
・
一
二
七
年
度
の
自
己
資
本
構
成
比
率
表
」
か
ら
も
計
算
で
き
る
が
、

tr、

ん
た
ん
に
い
え
ば
、
中
小
の
方
が
約
七

μ
だ
け
高
い
(
日
銀
統
計
局
『
昭
和
三
七
年
度
・
規
模
別
企
業
経
営
分
析
』
一
七
ペ
ー
ジ
)
。
し
た
が
っ
て

⑥
の
手
続
に
か
ぎ
っ
て
み
る
と
き
は
、
中
小
の
方
が
適
正
附
加
利
益
率
の
算
定
上
わ
ず
か
な
が
ら
相
対
的
に
優
位
な
立
場
に
だ
っ
。
⑤
の

手
続
で
は
、

こ
の
総
資
本
利
子
率
と
、
⑧
で
算
定
し
た
総
資
木
(
利
子
除
外
)
利
益
率
と
を
「
合
計
」
し
て
総
資
本
利
益
率
を
計
算
す

る
。
こ
の
両
比
率
と
も
、
す
で
に
み
た
よ
う
な
規
模
別
の
現
実
を
考
慮
し
な
い
で
、
中
小
に
わ
ず
か
な
が
ら
有
利
に
な
る
『
試
算
』
の
数

値
を
と
る
と
し
よ
う
。
こ
う
し
て
「
総
資
本
利
益
率
」
は
少
し
ば
か
り
た
か
く
な
る
。

⑧
の
手
続
に
い
た
り
、
と
の
有
利
性
が
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
逆
に
相
対
的
に
不
利
一
と
な
る
。
@
で
は
、
@
の
総
資
本
利
益
率
を
総

資
本
回
転
率
で
割
っ
て
、

さ
い
ご
に
適
正
附
加
利
益
率
を
算
定
す
る
が
、
問
題
は
総
資
本
回
転
率
に
あ
る
。
現
実
で
は
、

こ
の
回
転
率
が

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
合
一
)

五



中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
〉

一
一
六

中
小
企
業
に
お
い
て
大
企
業
よ
り
も
つ
ね
に
圧
倒
的
に
高
い
と
い
う
こ
と
ほ
も
は
や
常
識
と
な
っ
て
い
る
。
念
の
た
め
、

さ
き
の
「
比
較

表
」
に
よ
っ
て
た
し
か
め
よ
う
。
「
全
製
造
業
」
な
ら
び
に
「
自
動
車
製
造
業
」
の
双
方
と
も
、

し
か
も
昭
和
三
三
年
以
降
一
貫
し
て
、

tま

ぽ
〈
中
小
企
業
は
年
二
回
転
・
大
企
業
は
年
一
回
転

V
と
い
う
ふ
う
に
ざ
っ
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ま
で
み
て
き
た

一
%
と
犬
企

業
よ
り
割
高
〕
を
考
慮
し
て
、
中
小
の
総
資
本
利
益
率
が
独
占
よ
り
約
二
割
高
い
と
し
、
そ
の
う
え
で
か
り
に
独
占
の
総
資
本
利
益
率
が

『
試
算
』
に
よ
る
「
標
準
一
数
値
門
中
小
の
標
準
自
己
資
本
(
利
子
除
外
〉
利
益
率
と
標
準
利
子
率
が
そ
れ
ぞ
れ
一
八
%
、

一
O
%
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
比
較
が
で
き
る
。
こ
れ
は
な
に
を
語
っ
て
い
る
か
。
だ
れ
に
で
も
わ
か
る
。
独
占
が
一
割

銭円町
-

U
汁
除
桃
川
・
:
・
務
滅
株
主
除
制
(
H
O
渓
)
+
議
嶋
崎
M
材
宙
環
視
(
H
)

日
出
制
同
冨
吉
川
淫
隊
梯
(
H
C
W払
)

円

寸

ム

J

惨
淋
:
・
・
務
滅
坊
さ
除
制

(HNS
十
務
滅
持
田
知
貴
闘
)
H
悩
思
吾
口
当
証
刷
物
(
品
添
)

で
中
小
が
六
分
と
い
う
不
当
な
「
適
正
利
益
」
格
差
で
あ
る
。
筆
者
の
計
算
が
大
雑
把
す
ぎ
る
と
い
う
批
判
を
さ
げ
る
た
め
に
、
生
産
性

本
部
の
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
」
に
よ
る
計
算
結
果
含
み
よ
う
。
そ
れ
は
つ
ぎ
の
四
つ
の
表
(
『
試
算
』
二
九
、

一一一(〉、

一
四
二
、
一
四
一
ニ
の

各
ぺ
!
ジ
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
「
適
正
附
加
利
益
率
表
」
は
「
企
業
の
自
己
資
本
、
他
人
資
本
の
構
成
率
と
、

か
れ
ば
、
す
ぐ
利
益
の
幅
を
読
み
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
《
『
新
聞
』
昭
和
三
九
年
五
月
十
一
日
号
》
」
。
)
で
あ
る
。

総
資
木
回
転
率
の
三
要
素
。
:
:
:
さ
え
わ

か
り
に
、
大
企
業
も
中
小

企
業
も
と
も
に
資
本
構
成
を
同
率
と
仮
定
し
、

さ
ら
に
、

一
般
的
構
成
と
み
ら
れ
る
〈
自
己
資
本
三
O
%
:
他
人
資
本
七
O
%
V
お
よ
び

八
自
己
資
本
四
O
%
:
他
人
資
本
六
O
%
V
の
ば
あ
い
に
つ
い
て
み
る
と
、
大
企
業
の
適
正
附
加
利
益
翠
は
そ
れ
ぞ
れ
約
二
一
%
お
よ
び

約
一
一
二
%
で
、
中
小
企
業
の
そ
れ
は
九
%
お
よ
び
一
O
%
と
な
る
。
そ
の
差
三
%
(
「
大
雑
把
」
な
計
算
は
四
%
差
)
な
が
ら
、

や
は
り



中
小
企
業
の
統
一
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価
計
算
制
度
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普
及
運
動
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つ
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て
(
二
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製造業〔大企業〕の適正附加利益率表(総資本回転率1.0の場合)

11 借入資本構成率

| 0.1 1川O.邸 l 川U山.150i川0出川i日2叫0川10仏.蹴叫i0 抑 l川0.2嗣副 B 川

I ~.~~:I 日叫0.03134 日川川川叫叫0ω悶雌側s犯雌淵g鈍削4“円6
|引 |出 06日05018剖10止.日528削0.05442:0.056541 自 u.~Ull u. uuu <l ~i V. V'::l.lI.L] u. U";l;UUUi u. u:ruoJU! u. u:t.lJuv1 u. utJV.l-UI u. u~ lJuul u. uU";:[':tl.li u. u<JvrJ'1l 

i 0.2010.04996: 0.05208! 0.05420:日.0563副0.0584410.060551 0.062671 0.06479. 0.06691ι 

己 I 1¥ n..!1 " "I1noAI n I¥nnADI" t¥DA.."，1 ... 1¥"""，，1 n n~nn11 l\ nl'7nnnl n nrTonr) n .H'.."'O' i ・町 1 0.062461 o.創出川-附副 0.0郎凶 o070鈎!日間可 0.075161問団

資 10.30
1
1 0.070711 0.072831 0.074951 0.077061 0.079181 0.081301 0.0834副0.0855410.08766 

本 10.3州0.0810810.083201 0.08532 0.087441 0.08955:日;091671 0.0937司0.09叫 0.098ω

1 0.40'1 0.09146' 0.093571 0.09569 0.097811 0.099931 0.102041 0.1041副0.1062810.10840 
構 11 1 

1 0.4511 0.101831 0.103951 0.10606. 0.108181 0.11030.0.1124210.1145引0.11665'0.11877 

成 10山 1問。削!0.116441 0.1加山20引 1227910.1叫 omjo酬

率 0.5則0.1225引0.12469，0.1268110.1289310.131050.1331610.1352別0.1374正0.13952

引 出 | | ! 1dM制|日畑町 0.147d0.14989 
11 :.~::] :.:::] :.~:~] :.~::] :'~::J :.~:~] :.~::] :':::J 
| ; 0.155811 0.157931 0.160問。 1621610.164281 0別刊 0.168閉山064

1 適正附加利益率

0.325 

0.04828 

0.05865 

0.06903 

0.07940 

0.08977 

0.10015 

0.11052 

0.12089 

0.13126 

0.14164 

0.15201 

II~ 
借 入 資 本 構 成 主主ぞ

0.40 I 0.45 I 0.50 I日 1 0.60 I 0.70 I 0.80 

0.10~1 0.050401 0.054641 0.058871 0.063111 0.067351 0.071581 0.080051 0.08853 

0.1511 0.060771 0.065011 0.069241 0.073481 0.077721 0.081951 0.090431 0.09890 

己| 0.25il 0.081521 0.085751 0.089991 0.094231 0.09846: 0.102701 0.11117 

資 0.3011 1.09189i 0.096131 0.100361 0.104601 0.10884! 0.113071 0.1215島

本 0.3511 0.102261 0.106501 0.110741 0.114971 0.119211 0.12344 

構
045I0・128011 0・127251 0・131481 0・135721 0・

050iO1門 0澗 0.14悶。酬

0.5511 0.143751 0.148001 0.15223 

一七 0.60'1 0.154131 0.15836 

0.7011 

適 主 附 加 牽IJ 益 率



製造業〔中小企業〕の適正附加利益率表(総資本回転率2.0の場合)
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中
小
企
業
に
は
不
利
な
結
果
と
な
る
。
こ
こ
で
、
⑧
の
手
続
で
ふ
れ
て
お
い
た
こ
と
を
お
も
い
だ
そ
う
。

法
」
に
よ
る
と
『
試
算
』
の
う
え
で
す
ら
中
小
は
大
企
業
よ
り
「
約
四
%
」
低
い
「
適
正
附
加
利
益
率
」
を
つ
け
ら
れ
る
と
し
た
。
だ
か

ら
「
自
己
資
本
利
益
率
法
」
に
よ
る
と
、
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、
わ
ず
か
一
%
だ
け
、
相
対
的
に
不
利
な
格
差
が
ち
ぢ
ま
っ
て
く
る
わ

そ
こ
で
は
、

「
総
資
本
利
益
率

け
で
あ
る
。
こ
の
圧
縮
に
な
ん
ら
か
の
意
味
を
芳
え
よ
と
い
う
な
ら
ば
、

せ
い
ぜ
い
で
、
さ
き
に
「
厚
意
」
と
う
け
と
っ
た
の
は
、

や
トま

り

一
%
だ
け
の
こ
と
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
ほ
か
な
い
。

と
こ
ろ
で
問
題
を
も
っ
と
現
実
的
に
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
産
独
占
の
資
本
構
成
八
自
己
資
本
五
O
M
-
-
他
人
資
本
五
O
M
V
に

も
と
づ
く
適
正
附
加
利
益
率
は
約
一
五
%
と
な
り
、
中
小
企
業
の
資
本
構
成
八
自
己
資
本
三
O
%
:
他
人
資
本
七
C
%
V
に
お
け
る
同
利

益
率
は
九
%
と
な
る
。
日
産
と
の
差
は
六
%
と
培
増
す
る
。
以
上
に
よ
り
、

『
試
算
』
に
よ
っ
て
さ
え
、

中
小
は
独
占
よ
り
も
相
対
的
に

不
当
に
低
い
「
適
正
利
益
」
の
「
附
加
」
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
に
証
明
さ
れ
た
。

し
か
も
、

そ
の
さ
い
肝
要
な
と
と
は
、
他
方
の
独
占

が
現
実
に
お
い
て
『
基
準
』
の
規
制
を
ヲ
け
な
い
(
し
た
が
っ
て
現
実
の
格
差
は
も
っ
と
ひ
ら
く
)
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

か
り
に
う
け

る
と
仮
想
し
た
ば
・
あ
い
で
さ
え
、
過
去
の
事
実
に
て
ら
し
て
中
小
は
相
対
的
に
こ
の
よ
う
な
一
不
当
」
な
扱
い
を

h

つ
け
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
か
く
て
「
基
準
』
作
成
者
の
主
観
的
「
企
図
」
(
善
意
に
解
す
れ
ば
、
中
小
に
一
定
の
利
益
を
「
保
証
」
し
よ
う
と
す
る
意
図
)
と
は
ベ
つ

に
、
客
観
的
に
は
、
中
小
相
互
・
中
小
と
独
占
問
の
価
格
し
た
が
っ
て
ま
た
利
潤
を
め
ぐ
る
「
自
由
な
」
競
争
を
排
除
す
る
と
い
う
意
味

に
く
わ
え
、
利
潤
を
「
不
当
」
に
抑
制
す
る
と
い
う
意
味
で
、
「
利
潤
統
制
」
の
危
険
を
多
分
に
も
っ
て
い
る
と
主
張
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、
次
稿
で
総
括
す
る
よ
う
に
、
『
基
準
』
適
用
以
前
に
比
べ
て
僅
か
な
り
と
も
よ
り
多
く
の
利
益
が

「
保
証
」

さ
れ
る
中
小
が

一
時
的
・
部
分
的
に
も
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、

こ
こ
で
、
『
試
寧
』
に
よ
る
「
数
値
は
、
あ
く
ま
で
も
試
算

値
で
あ
り
、
実
際
の
取
引
に
当
っ
て
は
、
契
約
の
形
態
、
特
質
に
応
じ
て
、
実
情
に
即
し
て
算
定
す
べ
き
点
を
強
調
し
て
い
る
(
『
新
聞
』

中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
〈
二
)

九



中
小
企
業
の
統
一
原
価
計
算
制
度
の
普
及
運
動
に
つ
い
て
つ
一
)

一二。

昭
和
三
九
年
五
月
十
一
日
号
ど
と
い
う
本
部
の
見
解
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
実
際
」
や
「
実
情
」
に
お
う
じ
て
柔
軟
に
適
用
さ
れ
る
と
い

h

っ
と
斗
守
、

わ
れ
わ
れ
は
、
「
実
際
」
の
独
占
の
支
配
力
を
再
び
も
ち
だ
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
(
次
稿
参
照
)
。

き
て
、
問
題
は
こ
れ
で
つ
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
さ
き
に
、
『
基
準
』
に
お
け
る
利
益
計
算
構
造
を
〈
(
強
制
〉
費
用
+
(
「
適
E
」
)
利

益
日
(
強
制
)
価
格

V
と
規
定
し
た
が
、
右
に
み
た
「
適
正
利
益
」
が
、

こ
の
(
強
制
)
費
用
(
つ
ま
り
『
基
準
』
で
い
う
「
許
容
原
価
」
)

に
プ
ラ
ス
さ
れ
て
、
「
官
公
庁
、
大
規
模
企
業
」

へ
の
納
入
商
品
の
(
強
制
)
価
格
(
す
な
わ
ち
『
基
準
』
の
「
計
算
価
格
」
)
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
く
り
か
え
し
み
て
き
た
よ
う
に
個
別
企
業
の
原
価
は
独
占
の
要
求
に
よ
り
強
く
圧
縮
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
中
小

企
業
者
ひ
い
て
は
中
小
労
働
者
は
な
み
な
み
な
ら
ぬ
努
力
と
苦
労
を
重
ね
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
平
均
的
・
統
計
的
」
な
不
当

に
低
い
(
さ
き
に
「
標
準
」
に
は
あ
る
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
し
た
の
は
、

こ
の
た
め
で
あ
る
〉
、

し
か
も
こ
の
努
力
と
直
接
的
関
係
の

な
い
「
適
正
利
益
」
を
ブ
一
フ
ス
す
る
と
い
う
。
こ
れ
は

一
般
に
い
う
損
益
計
算
上
の
努
力
(
原
因
)
と
成
果
(
結
果
)
な
る
対
応
関
保

を
、
暴
力
に
よ
っ
て
た
ち
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
意
地
の
悪
い
見
方
そ
す
れ
ば
、
客
観
的
に
は
、

コ
ス
ト
・

J

ダ
ウ
ン
へ
の
努
力
が
「
適

正
利
益
」
の
増
大
と
し
て
反
映
し
、
「
計
算
価
格
」
が
そ
れ
だ
け
高
く
な
る
こ
と
を
阻
止
す
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の

「
計
算
価

格」

(
H
調
達
価
格
)
に
よ
っ
て
、
独
占
利
潤
を
吸
収
す
る
だ
け
で
な
く
独
占
の
た
め
の
国
家
資
金
(
「
官
公
庁
」
予
算
)
を
節
約
す
る
仕

組
と
な
る
c

ま
さ
に
、
国
索
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
の
効
果
的
「
寄
生
性
」
の
強
化
と
い
う
ほ
か
な
い
。
こ
れ
ま
で
、

な
が
な
が
と
述

ベ
て
き
た
原
価
計
算
「
運
動
」
は
、
原
価
に
は
じ
ま
り
、

つ
い
に
利
益
と
価
格
に
い
た
っ
た
。
一
こ
れ
は
、
中
小
資
本
の
運
動
の
計
算
的
総

過
程
で
あ
り
、

い
わ
ば
全
部
を
掌
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
れ
が
「
新
経
営
理
念
」
そ
背

去
に
す
す
め
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
理
念
は
、
も
は
や
た
ん
な
る
抽
象
的
概
念
で
は
な
く
物
的
圧
力
と
し
て
は
た
ら
く
の
で

あ
る
。
中
小
企
業
者
や
中
小
労
働
者
は
、
果
し
て
、
易
易
諾
誌
と
と
の
力
に
屈
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

未

。
冗
)


